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機関誌『大阪労演』記事目録
　『大阪労演』は、1949 年 3 月、勤労者演劇協会（略称「労演」、後の大阪労演）と関
西労働組合映画協議会（略称「労映」）との共同編集で創刊された機関誌『映画演劇』を
前身とする雑誌である。『映画演劇』は 19 号（1950 年 9 月）より労演の単独編集に、
さらに 22 号（1951 年 1 月）からは京都演劇サークル協議会との共同編集に、また 23
号からは『労演』と改称され、そして 105 号以降は『大阪労演』（1958 年 1 月）と改称
された。この『大阪労演』への改称は、全国各地に「労演」という名称を持つ鑑賞団体
が増えたことによる。
　原則として月刊で発行された本誌には、毎月行われる例会上演作品のあらすじや作家
自身による作品解説、また識者による時代背景の説明が掲載されるとともに、大阪労演
の組織・運営に関する各種データや、労演会員の投稿による「私の劇評」といったコーナー
もあり、大阪労演の様々な活動を知ることができる、最も基本的・基礎的な資料である。
　上記のような本誌の価値に鑑み、今回の展示を機会として、『大阪労演』の記事目録を
作成・公開することとした。対象としたのは 1960 年代に発行された『大阪労演』129
号から 248 号に至る全号であり、全盛期から斜陽化へと進む時期の大阪労演が、一体何
を問題とし、またそうした問題にどう対応しようとしていたのかが明確に浮かび上がっ
てくる。
　なお目録作成にあたっては全ての記事を対象とし、記事タイトルはそのままの文言で
抽出した（但し閲覧の便に鑑み、作品のタイトルを含め、漢数字はすべてアラビア数字
に改めた。また文中の※は作成者による補注である）。また記事の執筆者と所属は『大阪
労演』に記載されているままに記した。
　以上、本記事目録が今後の研究活動の一助になれば幸いである。
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号数 発行年月日 目次 執筆者（執筆時の所属）
129 1960 年 1 月 20 日
「東の国にて」
ぶどうの会
1960 年を迎えて 金子茂男・花房信夫（大阪労演
代表幹事）
1959 年度第 2 回代表者会議報告
【対談・宇野重吉氏に訊く】　創られたもの・創られるものを
捉える
語る人；宇野重吉（劇団民藝演
劇部）、訊く人；清水三郎（朝
日新聞社記者）
1 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
「東の国にて」を書き終えて 木下順二（劇作家）
ひとこと 山本安英（俳優）
第 4 回職場演劇祭を見て　真実への追究 道井直次（関西芸術座演出部）
第 4 回職場演劇祭を見て　行動性への反映を 大岡欽治（演出家）
【通風筒】　「千鳥」評によせて… 田中千禾夫（「千鳥」の作者）
【通風筒】　民芸公演「ガラスの動物園」評 （会員投稿）
【劇界ニュース】
【ほりぞんと】　※編集後記（以下同）
130 1960 年 2 月 10 日
「どん底」
民芸
【今月のことば】　会員投票できまった二つの芝居
2 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
ゴーリキー年譜
「どん底」演出の変遷 村山知義（演出家）
戦前と戦後の「どん底」寸見 尾崎宏次（演劇評論家）
【「通風筒」にこたえる】　「ガラスの動物園」評を読んで 菅原卓（演出家）
【「私の劇評」にこたえる】　「東の国にて」を上演して 天野二郎（ぶどうの会、演出家）
【私の劇評】　　※「通風筒」を改題 （労演会員投稿）
【講座・舞台づくり・装置の問題 1】　装置のありかた 一条竜夫（舞台装置家）
2 月に臨時会費をなぜとらねばならなかったか。その理由は ?
【対談その 2】　現代と戯曲の問題 語る人；木下順二（劇作家）、
訊く人；清水三郎（朝日新聞社
記者）
【ほりぞんと】　 Ｋ
131 1960 年 3 月 10 日
「巨人伝説」
俳優座
【今月のことば】　批評精神をさかんに
1959 年度例会演目　あなたはなにを支持されましたか
7 月例会についての報告
3 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
無責任の倫理を 安部公房（作家）
巨人伝説 椎名麟三（作家）
魔術的なただよい 花田清輝（文芸評論家）
安部公房の登場 尾崎宏次（演劇評論家）
【私の劇評】　どん底 （会員投稿）
【「私の劇評」にこたえる】　お願い 村山知義（「どん底」の演出家）
【対談その 3】　現代への視野と人間性の本質を探る 語る人；村山知義（劇作家・演
出家）、訊く人；清水三郎（朝
日新聞社記者）
【関西の新劇運動 32】　昭和年代（28） 大岡欽治
【テアトロメモ】　※劇界ニュース
【ほりぞんと】
132 1960 年 4 月 10 日
「渦」
関西芸術座
【今月のことば】　全国交流会をおえておもう
【二つの演劇団体の集会・報告】　東京全国交流会
【二つの演劇団体の集会・報告】　大阪・西日本演鑑連総会
4 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
「渦」と関西芸術座 小堀鉄男（劇作家）
作者と共に 岩田直二（演出家）
【NEWS】
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号数 発行年月日 目次 執筆者（執筆時の所属）
「勤評体制」の中での「人間」の恢復 鈴木祥蔵（関西大学教授）
定時制高校ルポと稽古の積み重ね 橘正巳（関西芸術座演出部）
【私の劇評】　巨人伝説 （会員投稿）
【「私の劇評」にこたえる】　批評を持続する交流のエネルギー
に
安部公房（作家）
【講座・舞台づくり・装置の問題 2】　装置のありかた 一条竜夫（舞台装置家）
【対談その 4】　新劇の大衆化と責任 語る人；千田是也（演出家）、
訊く人；清水三郎（朝日新聞社
記者）
【関西劇団のうごき】
【ほりぞんと】
133 1960 年 5 月 10 日
「賢女気質」
俳優座
5 月例会・演目変更のお詫び　「桜の園」から「賢女気質」
へ
大阪労演常任幹事会
お詫び 俳優座
5 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
おそるべき、輝かしき「賢女」 戸板康二（演劇評論家）
【「賢女気質」の稽古の中から】　春宵一刻の弁 東野英治郎（俳優）
【「賢女気質」の稽古の中から】　京都弁聞き歩き 三戸部スエ（俳優）
【私の劇評】　関西芸術座「渦」 （会員投稿）
【「私の劇評」にこたえる】　関西芸術座公演「渦」をめぐっ
て
小堀鉄男（作者）、岩田直二（演
出者）など
134 1960 年 6 月 10 日
「時と緋笠一家」
民芸
【今月のことば】　抗議
安保新条約の国会批准と文化人（演劇）の反対意思表示
声明書 民芸、俳優座、ぶどうの会、東
京芸術座、杉村春子ほか
過去に数倍する意思表示を 宇野重吉（民芸）
6 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
自分のこと 内村直也（劇作家）
はじめての内村作品 松尾哲次（演出家）
内村直也戯曲年譜
三代の流 江口渙（作家）
【私の劇評】　俳優座「賢女気質」 （会員投稿）
【「私の劇評」にこたえる】　登代は笑われなければならない 東野英治郎（俳優）
【関西新劇の動き】
【東京演劇の動き】
【講座・舞台づくり・装置の問題 3】　装置のありかた 一条竜夫（舞台装置家）
【Books Revue】　演技への警鐘—尾崎宏次著「現代演技の話」
書評
道井直次（関西芸術座演出家）
【新しい演劇と鑑賞・その 1】　批判運動の提唱 安部公房（作家、文化会議文学
部会常任運営委員）
大阪・京都・神戸三労演の機関誌編集部の懇談会がもたれま
した
【ほりぞんと】 Ｋ
135 1960 年 7 月 10 日
「マリアの首」
新人会
「蠍を飼う女」
青年座
【今月のことば】　再び抗議する
安保新条約の反対に意思表示を—6 月 15 日新劇人を襲った
暴力に抗議しよう
7 月例会・紹介　新人会「マリアの首」スタッフ・キャスト・
あらすじ
7 月例会・紹介　青年座「蠍を飼う女」スタッフ・キャスト・
あらすじ
新人会と青年座 茨木憲（演劇評論家）
原爆と崖崩れ 寺田透（文芸評論家）
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田中千禾夫と椎名麟三の結び目 奥野健男（文芸評論家）
「マリアの首」によせて 宮崎嶺雄・朝日
「蠍を飼う女」によせて 南博・川和孝
田中千禾夫・略年譜
椎名麟三・略年譜
新人会の出演者と劇団活動年譜
青年座の出演者と劇団活動年譜
【9 月例会・紹介】　文化座「荷車の歌」、三期会「母」
【Books Revue】　演劇人の姿勢—バロー「私は演劇人である」
を読んで
道井直次（関西芸術座演出家）
第 5 回職場演劇祭—働らく場で創られた戯曲と舞台の息ぶき
を　作者・演出者は語る
【私の劇評】　民芸「時と緋笠一家」 （会員投稿）
【東京劇界の動き】
【ほりぞんと】 Ｋ
136 1960 年 8 月 10 日
「檻」
民芸
【今月のことば】　代表者会議から
1960 年度代表者会議報告　おおきな見透しと健実な演劇運
動を
8 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
舞台・稽古・出演者写真
物質とメカニズム 小林勝（「檻」の作家）
芝居の中の映画 宇野重吉（俳優・「檻」の演出家）
宇野君の演出 村山知義（演出家・「檻」の装
置担当者）
【私の劇評】　新人会「マリアの首」・青年座「蠍を飼う女」 （会員投稿）
【Books Revue】　グレゴリーとデュラン 道井直次（関西芸術座演出家）
【「私の劇評」にこたえる】　時の流れと人間の力の関係—考
える素材の提出を
内村直也（「時と緋笠一家」の
作家）
【「私の劇評」にこたえる】　真の自由を求める 田中千禾夫（「マリアの首」作家）
【講座・舞台づくり・装置の問題 4】　装置のありかた 一条竜夫（舞台美術家）
9 月例会の演目変更について—文化座「荷車の歌」から劇団
四季「狼生きろ―」へ
137 1960 年 9 月 10 日
「狼生きろ豚は死ね」
四季
「母（おふくろ）」
三期会
【今月のことば】　残暑お見舞い申します
生活実感と筋の明確さと—第 5 回職場演劇を見て— 道井直次（関西芸術座演出家）
【劇界ニュース】
9 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ　
※劇団四季「狼生きろ豚は死ね」
人間の存在という主題へ 石原慎太郎（作家）
「狼生きろ豚は死ね」の可能性 浅利慶太（演出家）
7 周年ときいて… 尾崎宏次（演劇評論家）
一つの感想—劇団四季を介しての— 杉山誠（演劇評論家）
【Books Revue】　「怒り」の意義—シンポジウム「発言」を
読んで—
道井直次（関西芸術座演出家）
9 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ　
※三期会「母」
ゴーリキイの母とブレヒトの方法 大島勉（早稲田大学独文学者）
ロシア革命年譜抄
ブレヒト作品上演の意味 加藤衞（独文学者）
三期会の「母」上演 千田是也（演出家）
次の 5 年間の道標 広渡常敏（演出家）
【私の劇評】　民芸「檻」 （会員投稿）
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【「私の劇評」にこたえる】　「蠍を飼う女」大阪公演を終わっ
て
川和孝（青年座演出家）
訪中新劇公演具体化さる　正式名称は訪中日本新劇団ときま
る
【大阪労演・日誌】
【講座・舞台づくり・装置の問題 5】　装置のありかた 一条竜夫（装置家）
【ほりぞんと】
138 1960 年 10 月 10 日
「鳥には翼がない」
俳優座
【今月の言葉】　2 つの例会の 4 つの芝居
【大阪労演・日誌】
10 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
舞台写真・上演場割及び時間表
鳥には翼がない 田中澄江（劇作家）
「ね、どうして ?」—澄江先生の素顔— 人見嘉久彦（劇作家）
田中澄江・略歴
黙っているということは堪えているということ—演出家・田
中千禾夫—
東野英治郎（俳優座演劇部）
【稽古場から】　北海の霧・ひさの呼吸 川口敦子（俳優座演劇部）
【稽古場から】　稽古場と僕の異常食欲 近藤洋介（俳優座演劇部）
新劇訪中公演と俳優座の近業など 辻部政太郎（神戸大学講師、演
劇評論家）
日ソ漁業交渉と北海安全操業の行方 編集部
【Books Revue】　人間性の豊かさ—千田是也著「私の演劇手
帳」—
道井直次（関西芸術座演出家）
【「私の劇評」にこたえる】　創り上げるむずかしさ 宇野重吉（俳優、「檻」の演出家）
【私の劇評】　劇団四季「狼生きろ豚は死ね」 （会員投稿）
【私の劇評】　三期会「母」 （会員投稿）
【「私の劇評」にこたえる】 浅利慶太（「狼生きろ豚は死ね」
の演出家）
【講座・舞台づくり・効果の問題 1】　舞台効果が表現するも
の
中村準一（舞台効果担当者）
【劇界の動き】　東京・大阪
【新しい演劇と鑑賞・その 2】　批評活動についての対話 編集部
【ほりぞんと】 Ｋ
139 1960 年 11 月 10 日
「牛」
関西芸術座・
くるみ座・
道化座合同
【今月のことば】　浅沼さんの死を悼む
【大阪労演・告知板】
声明 関西新劇人の会
第 6 回職場演劇祭・紹介
11 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
牛のように 東川宗彦（劇作家）
「お笑い」への挑戦状 岩田直二（演出家）
関芸とその周辺 清水三郎（朝日新聞社記者）
くるみ座と京都の新劇 山本修二（京都大学名誉教授、
演劇評論家）
神戸の新劇団と道化座の仕事 中西武夫（朝日テレビ放送局演
出部）
【舞台の周辺】　最近の近郊農村の問題 和田一雄（農業問題研究家）
【私の劇評】　俳優座「鳥には翼がない」 （会員投稿）
観劇での拍手・笑いをあなたはどう考えますか
【ほりぞんと】
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140 1960 年 12 月 10 日
「イルクーツク物語」
民芸
【今月のことば】　1960 年をおえるにあたって
【大阪労演・告知板】
12 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
イルクーツク物語・資料　論争のまととなった芝居 Ｋ・ルドニッキー
【舞台の周辺】　ソヴィエトの水力発電所
【舞台の周辺】　イルクーツクの素描
アルブーゾフと「イルクーツク物語」 川上洸（翻訳家）
さまざまな構成と主題—最近のソヴェート劇文学 野崎韶夫（早稲田大学教授）
演出にあたって 宇野重吉（「イルクーツク物語」
の演出家）
リアリズム演劇の理論と民芸の動向 菅井幸雄（演劇評論家）
【「私の劇評」にこたえる】　果して「漠然」か 田中千禾夫（演出家）
【私の劇評】　関西芸術座・くるみ座・道化座「牛」 （会員投稿）
【「私の劇評」にこたえる】　作者と演出者を称えたい 山村弘三（関芸演技部）
【「私の劇評」にこたえる】　全体力を注いで好評にほっとす
る
北村英三（くるみ座演技部）
【「私の劇評」にこたえる】　合同公演で得たものは多い 阿木五郎（道化座演技部）
東京新劇人会議・第 2 回以後の報告 小林進（俳優座研究所、新劇人
会議情宣部）
関西新劇人の会・創造への結びつきで 岩田直二（関西芸術座演出部）
「石の語る日」をみて 東生野　森田
訪中日本新劇団に随行して　中国の印象から 尾崎宏次（演劇評論家）
中国の旅から・書簡 倉林誠一郎、木下順二、山本安
英、竹内敏晴、東京芸術座一同、
滝沢修ほか
60 年の大阪新劇 猪飼淑蔵（大阪日日新聞文化部）
【ほりぞんと】 Ｋ
141 1961 年 1 月 10 日
「鼡小僧次郎吉」
前進座
「水滸伝」
前進座
【今月のことば】　高い目標をめざし
【大阪労演・告知板】
1 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
明るい年を迎えて 河原崎長十郎
【前進座訪中公演の反響から】　歌舞伎におもいをよせて 馬少波（中国戯劇院副院長）
【前進座訪中公演の反響から】　独創的な芸術風格 呂驥（中国音楽家協会主席）
「鼠小僧」について 津上忠（「鼠小僧次郎吉」の演
出家）
中国の演劇の伝統を歌舞伎に 平田兼三（「水滸伝」の作家）
京劇の美術を、日本の舞台に 熊野隆二（「水滸伝」の舞台美
術家）
北京に “ 水滸伝 ” を学ぶ 高瀬精一郎（前進座・俳優）
4 週間の短期留学 嵐芳夫（前進座・俳優）
中国の古典劇と現代劇の結びつき 中村翫右衛門（前進座・俳優）
【前進座訪中公演の反響から】　優美な芸術 姚漢光（武漢市人民芸術院副院
長）
【前進座訪中公演の反響から】　咲きほこる桜の花のよう 駱文（中国戯劇家協会武漢分会
主席）
【前進座訪中公演の反響から】　精彩な演技深い友誼 欧陽予
中国の伝統演劇の問題 村山知義（東京芸術座・演出家・
訪中日本新劇団団長）
中国で感じたこと 滝沢修（劇団民藝・俳優・訪中
日本新劇団副団長）
中国で見た古典と現代との調和 木下順二（劇作家・訪中日本新
劇団団員）
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日中の新劇と前進座と 岸輝子（俳優座・俳優・訪中日
本新劇団団員）
中国の伝統劇と新劇—その交流について— 戌井市郎（文学座演出家・訪中
日本新劇団団員）
【私の劇評】　民芸「イルクーツク物語」 （会員投稿）
【「私の劇評」にこたえる】　「大きなほんとうの愛情」の歪み
と確認に眼を
早川昭二（劇団民藝・文芸演出
部）
2 月例会のおしらせ　スタッフ・キャスト・あらすじ
【ほりぞんと】 Ｋ
142 1961 年 2 月 10 日
「セチュアンの善人」
俳優座
【今月のことば】　13 年目を歩む大阪労演　次々に感銘作品
でうまる
【大阪労演・告知板】
第 6 回職場演劇祭から—ちから一ぱい出しきってはいるが 尾崎
2 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
久し振りのごあいさつ 小沢栄太郎
寓話劇「セチアンの善人」について 加藤衛
ブレヒト劇の機能について 野村修
「セチュアンの善人」を演ってみて 市原悦子
ベルリーナー・アンサンブルのセチュアンの善人 岩淵達治
【劇界の動き】
【私の劇評】　前進座「鼠小僧次郎吉」「水滸伝」 （会員投稿）
3 月例会のおしらせ　スタッフ・キャスト・あらすじ
社会と個人の対決—法律の意味するもの— 菅原卓
【ほりぞんと】 Ｋ
143 1961 年 3 月 10 日
「橋からの眺め」
民芸
【今月のことば】　演劇の自由を創りだそう
【大阪労演・告知板】
3 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
戯曲の概念について—「橋からの眺め」序文から— アーサー・ミラー
「橋からの眺め」の前奏 菅原卓（民芸・演出家）
アメリカの演劇とアーサー・ミラー 菅泰男（京都大学文学部助教授）
アーサー・ミラーの “ 橋からの眺め ” について 田島博（神戸外大教授）
ニューヨークのイタリア人街の想い出 本多正英（毎日新聞英文編集部）
ニューヨーク市ブルックリン区の周辺—「橋からの眺め」の
背景—
編集部
思うまま 清水将夫（民芸俳優・アルフィ
エリー役）
「常識人」=「凡人」として 小夜福子（民芸俳優・ピアトリ
ス役）
マルコのこと 内藤武敏（民芸俳優・マルコ役）
「松本」キャセリンの反省 松本典子（民芸俳優・キャセリ
ン役）
【私の劇評】　前進座「鼠小僧次郎吉」「水滸伝」 （会員投稿）
【私の劇評】　俳優座「セチュアンの善人」 （会員投稿）
【「私の劇評」にこたえる】　人間本来の善と悪的な考えだけ
ではもう古い
三島雅夫（俳優座・「セチュア
ンの善人」の第一の神）
【文化のうごき】
【大阪劇信】　芝居づくりと劇団意識の低迷—関西芸術座とく
るみ座「呉王夫差」・青猫座の「夜への長い旅路」—
清水三郎（朝日新聞社記者）
4 月例会のおしらせ　スタッフ・キャスト・あらすじ
作者のことば　※青年座「第三の証言」 椎名麟三
作者のことば　※仲間「村岡伊平治伝　日本残酷物語」 秋元松代
【ほりぞんと】
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144 1961 年 4 月 10 日
「第三の証言」
青年座
「村岡伊平治伝−
日本残酷物語」
仲間
【今月のことば】　全国交流会・異聞
【大阪労演・告知板】
4 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ・解説　
※青年座「第三の証言」
作者のことば 椎名麟三
宇宙的悪意と人間的善意の葛藤 佐々木基一
わが劇団・青年座 成瀬昌彦
青年座のあゆみ
4 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ・解説　
※仲間「村岡伊平治伝」
この人間像にめぐりあった喜び 秋元松代
村岡伊平治伝に寄せて 堀田善衛
わが劇団を語る—中小劇団の自負と自己批判— 中村俊一
劇団仲間のあゆみ
【私の劇評】　民芸「橋からの眺め」 （会員投稿）
【「私の劇評」にこたえる】　「橋からの眺め」劇評を読んで 内藤武敏
【東京劇信】 茨木憲
わたくしたちの自由と民主憲法をまもるために声明する 各界懇談会
【ほりぞんと】 Ｋ
145 1961 年 5 月 10 日
「さじきっぱら」
民芸
【今月のことば】　機関誌はつまらないか ?
【大阪労演・告知板】
5 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
現代のバイタリティ—民芸と小林勝— 菅井幸雄
日本農民の、あるいは日本人の、生命力　戯曲「さじきっぱら」小林勝（作者）
戯曲がぶつかっている問題 尾崎宏次
本読みのあとで 松尾哲次（演出者）
農民の生命力をみる 奈良本辰也
【私の劇評】　青年座「第三の証言」　※座談会形式 椎名麟三・平田守・今井和子（劇
団側）、ほか会員、編集部
【私の劇評】　青年座「第三の証言」 （会員投稿）
【私の劇評】　仲間「村岡伊平治伝」　※座談会形式 中村俊一（劇団側）、ほか会員・
編集部
【私の劇評】　仲間「村岡伊平治伝」 （会員投稿）
翻訳劇にありがちの独善的演技—劇団明日の「誤解」と月光
会の研究講演—
斉藤安秀
【サークルの顔】　合評会をやることで会員をふやす—日本触
媒化学工業 KK のサークルを訪ねて
ＫＡ
【ほりぞんと】 Ｋ
146 1961 年 6 月 10 日
「十二夜」
俳優座
【今月のことば】　入場税のこと
第 7 回大阪職場演劇祭・概要
6 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
演出者として僕の考えたことの一つ 小沢栄太郎
世界の文化遺産　シェークスピア 三島雅夫
シェークスピア劇演出の寸描—『十二夜』への期待—
俳優座の翻訳劇 加藤衛
お芝居はたのしむもの—十二夜のことども— 永井智雄
【私の劇評】　民芸「さじきっぱら」　演出者・松尾哲治氏に
訊く
編集部
【私の劇評】　民芸「さじきっぱら」 （会員投稿）
【新聞評】　明るい開放感　　※民芸「さじきっぱら」 斎藤（毎日）
【新聞評】　新旧農村の生き方　　※民芸「さじきっぱら」 吉井（朝日）
【新聞評】　土への違った生き方　　※民芸「さじきっぱら」 廓（産経）
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【新聞評】　たくましい農村劇　　※民芸「さじきっぱら」 駒井五十二（大阪読売）
【東京劇信】　“ 現代 ” と “ 未来 ” への責任 茨木憲
【私と新劇 1】　新劇ぎらい 小野十三郎（詩人）
【サークルの素顔】　グループでまとまる大サークル—三和銀
行サークルを訪ねて—
7 月例会のお知らせ　作者のことば・演出者のことば
大阪労演・これからの例会
【ほりぞんと】
147 1961 年 7 月 10 日
「はたらき蜂」
関西芸術座
【今月のことば】　再び入場税のこと　関西演劇入場税減免委
員会の結成へ
本年度代表者会議報告　新しい層の拡大と打てば響く話し合
いを
7 月例会・紹介　キャスト・スタッフ・あらすじ
座談会「はたらき蜂」上演の周辺 東川宗彦（作者）、一杉忠（関
西芸術座演出部）、三好康夫（関
西芸術座制作部）、辻部政太郎
（演劇評論家）、ほか職場サーク
ル員
作者のことば　苦しみと笑い 東川宗彦
演出のことば　現代の民話 岩田直二
関芸と私の課題 大橋喜一
東川さんと関芸 福田善之
【私の劇評】　俳優座「十二夜」 （会員投稿）
【新聞評】　もっと奔放な生命力を　※俳優座「十二夜」 辻部政太郎（日経）
【新聞評】　エスプリのある “ たのしい新劇 ”　
※俳優座「十二夜」
岡崎（大阪日日）
【新聞評】　文句なく楽しめる　※俳優座「十二夜」 浅野（大阪新夕刊）
【新聞評】　後味のよい舞台　※俳優座「十二夜」 東川（新関西新聞）
【「私の劇評」にこたえる】　「十二夜」感想へのお答へ 小沢栄太郎
【大阪劇信】　二つの新しいもの—最近の大阪新劇から— 猪飼淑蔵
【私と新劇 2】　壮大な史劇を 奈良本辰也（立命館大学教授）
【ほりぞんと】
148 1961 年 8 月 10 日
「おんにょろ盛衰記」
ぶどうの会
「夕鶴」
ぶどうの会
【今月のことば】　新しい方向へ
大阪労演　話題を呼ぶ作品がならぶ / 専門部の担当がきまる
交流のページ 大阪労音、大阪労映
8 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
近況報告 木下順二
「おんにょろ盛衰記」について 岡倉士朗
「夕鶴」について 岡倉士朗
座談会　民話の課題、そして観客とぶどうの会 竹内敏晴、久米明、桑山正一
「夕鶴」「おんにょろ」そしてぶどうの会 大岡欽治
第 7 回大阪職場演劇祭を見て　社会機構の矛盾を描くには 道井直次
【私の劇評】　関西芸術座「はたらき蜂」 （会員投稿）
【「私の劇評」にこたえる】　否定されていたような人物に新
しい可能性を見出す
岩田直二
【東京劇信】　ドラマのアクチュアリティ 茨木憲
【サークルの素顔】　例会をたのしみにしている—大阪厚生年
金病院サークルを訪ねて
【私と新劇 3】　新劇に感動させられるものが少ない 富士正晴（作家）
【ほりぞんと】
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149 1961 年 9 月 10 日
「伐る勿れ樹を」
新人会
「荷車の歌」
文化座
【今月のことば】　まず一サークルで一人を
自主企画例会いよいよ具体化　田中千禾夫氏に新作を依頼
作者から　代は見てのお帰り 田中千禾夫
9 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ　
※新人会「伐る勿れ樹を」
千禾夫さんと新人会 島田安行（演出家）
千禾夫さんの人と作品 加藤衛
ソヴィエトへの旅　モスクワ映画祭に招かれて 渡辺美佐子
9 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ　
※文化座「荷車の歌」
原作と戯曲との間で 山代巴
「荷車の歌」地方公演について 佐々木隆
文化座の印象 八田元夫（演出家）
山代巴さんのこと 武谷三男（立教大学教授）
【告知板】　労音・例会紹介
【告知板】　労映　当面している一つの問題
【劇界ニュース】
座談会　「夕鶴」と「おんにょろ」をめぐって 竹内敏晴（ぶどうの会・演出家）
ほか職場サークル会員
【火山灰地への招待 1】　『火山灰地』の観点—例会を前にし
てのノート—
清水三郎
【私と新劇 4】　女性—主婦の立場から— 村山リウ
【サークルの素顔 4】　滞貨のなかのサークル—西郵便局サー
クルを訪ねて—
【ほりぞんと】 ＫＡ
150 1961 年 10 月 10 日
「おまへの敵はおま
へだ」
俳優座
【今月のことば】　組織の拡大と安定化
10 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
挨拶 石川淳
未来への賭として 千田是也
石川淳氏の戯曲 広末保
千田是也さんのこと 椎名麟三
安保以後の新劇 観世栄夫（青芸「遠くまで行く
んだ」の演出家）
第 8 回大阪職場演劇祭・概要
【告知板】　労音・例会紹介
【告知板】　労映　3 本の自主上映
座談会　サークルは生きている　世話役活動の経験をきく 職場サークル会員
【ニュース】
【私の劇評】　新人会「伐る勿れ樹を」 （会員投稿）
答えにならぬ答え 田中千禾夫
【私の劇評】　文化座「荷車の歌」 （会員投稿）
評を読んで 佐々木隆
【火山灰地への招待 2】　「火山灰地」の含む問題 尾崎宏次
【ほりぞんと】 ＫＡ
151 1961 年 11 月 10 日
「火山灰地　第一部」
民芸
【今月のことば】　「火山灰地」上演の意義
幹事会報告　臨時会費 280 円に決定　「火山灰地」に限り
第 11 回西日本演鑑連総会から　例会事情漸く好転
11 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ・舞台写
真集
演出者の言葉 村山知義
久保再評価よ、ほんものであれ 村上一郎
「火山灰地」について 野間宏
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火山灰地の「歳の市」について 松本克平
【私と新劇 5】　思想と生活につながるもの 佐多稲子
民芸と「火山灰地」—リアリズム演劇論の観点から— 菅井幸雄
「火山灰地」をめぐって　新旧世代のふれあい　
※座談会形式
大岡欽治（演劇評論家）、清水
三郎（同）、ほかサークル会員、
編集部
批評の演劇と観客の批評 針生一郎
第 8 回職場演劇祭・概要
【サークルの顔 5】　開放的で活動的な　—堺市職サークルを
訪ねて—
【私の劇評】　俳優座「おまへの敵はおまへだ」 （会員投稿）
観客の感想について—お前の敵はおまへだの場合— 永井智雄
【告知板】　労音　新人会歓迎　A 例会 12 月 “ わらび座 ”
【告知板】　労映　フィルムによる歴史の証言　記録映画に注
目しよう
政暴法に反対する文化人のこえ—自由の危機 岸輝子（新劇女優）
政暴法に反対する文化人のこえ—反動政治への警戒 朝倉摂（画家）
政暴法に反対する文化人のこえ—悪法のカナメ 滝沢修（新劇俳優）
【ニュース】
【ほりぞんと】 ＫＡ
152 1961 年 12 月 10 日
「火山灰地　第二部」
民芸
【今月のことば】　61 年から 62 年へ
今年度収穫を更に来年度へ 岡田文江（大阪労演事務局長）
12 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ・舞台写
真集
演出者の言葉（第二部について） 村山知義
転換の歩みの中で—第 8 回職演祭を見て— 小松徹
座談会　今年の例会をふり返って 職場サークル会員
合評会と批評の問題 尾崎信
【サークルの素顔 6】　演劇と教育のかかわり合いを考えなが
ら—北陵中学・中島中学の場合—
【私の劇評】　民芸「火山灰地第一部」 （会員投稿）
【ほりぞんと】 ＫＡ
153 1962 年 1 月 10 日
「無宿人別帳」
前進座
「役の行者と女魔神」
前進座
本年度の自主企画について—経過報告として—
木下順二氏と劇団民芸への依頼状—自主企画について— 大阪労演常任幹事会
本年度の大阪労演 花房信夫（代表幹事）
【労音】　自主的例会のための主体 杉岡正之（大阪労音事務局長）
【労映】　自主上映を一人前に 村瀬久志（大阪労映事務局長）
1 月例会・紹介　キャスト・あらすじ　
※前進座「無宿人別帳—いびき」
私の体験から 松本清張
共同演出のことば　五里霧中 平田武、津上忠
「いびき」の底に 中村翫右衛門
いびきは健康のバロメーター 池松武之亮（医学博士）
1 月例会・紹介　キャスト・あらすじ　
※前進座「役の行者と女魔神」
「役の行者」の背骨 河原崎長十郎
巨峰に挑む 高瀬精一郎、富田鉄之助（「役
の行者」演出班）
咆哮 瀬川菊之丞（一言主役）
呪い 河原崎国太郎（女魔神葛城役）
苦悶 嵐芳三郎（広足役）
創造主体からの発言 岩田直二
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【ニュース】
「ひいきのひきだおし」ということ 宇野重吉
【サークルの顔 7】　合評会の積み重ねから創作劇の上演ま
で—八尾市職サークル—
【ニュース】　1962 年度各劇団レパートリー
【私と新劇 6】　勉強する立場で 南悠子
【私の劇評】　民芸「火山灰地第二部」 （会員投稿）
【ほりぞんと】
2 月例会のお知らせ
154 1962 年 2 月 1 日
「鈍琢亭の最期」
俳優座
【今月の言葉】　国税通則法について
おこたえ　　6 月自主企画例会について 木下順二
ご返事—岡倉士朗記念公演について—　6 月自主企画例会に
ついて
劇団民芸
2 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
「鈍琢亭の最期」をよんで　大阪労演から劇団へ 大阪労演常任幹事会
作者として 田中千禾夫
作品に即して 千田是也
田中千禾夫作品年表
独特な演劇人 東野英治郎
真の交流を　岩田直二「創造主体からの発言」にふれつつ 尾崎信
【サークルの素顔 8】　若いエネルギーへの期待—グリコ KK
サークルを訪ねて—
【私と新劇 7】　“ 芸術 ” には弱い 宮城まり子
【労音】　大阪【労音】例会 3—7 月
【労映】　全大阪勤労者映画センター結成さる
【私の劇評】　前進座「無宿人別帳—いびき—」「役の行者と
女魔神」
（会員投稿）
【「私の劇評」にこたえる】　「批評の答」にならない答 小沼一郎（前進座文芸演出部）
3 月例会のお知らせ
155 1962 年 3 月 1 日
「桜の園」
俳優座
【今月のことば】　国立劇場の建設を促進させよう
国税通則法とはどんな法律か—労演などの運動との関係— 三浦誠
3 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ・舞台写真
「桜の園」について 千田是也
チェーホフ—「桜の園」—その周辺 松田道男
御挨拶 東山千栄子
「舞台生活・三十五年」東山千栄子さん舞台写真集
舞台歴　※東山千栄子
「桜の園」と東山千栄子 北村喜八
東山千栄子のこと 尾崎宏次
サークルに於ける批評の問題 細川俊三（神戸労演委員長）
労演の “ 運動 ” にのぞむ 村上一郎
【サークルの素顔 9】女子寮生活の中で明るく自主的に—倉
紡枚方サークルを訪ねて—
自主企画例会「鈍琢亭の最期」を終えて 大阪労演常任幹事会
【私の劇評】　俳優座「鈍琢亭の最期」 （会員投稿）
【スポット】　観客の批評精神のために 遠藤泰弘（日経）
【ニュース】
【ほりぞんと】 ＫＡ
4 月例会のお知らせ
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156 1962 年 4 月 10 日
「根っこ」
民芸
【今月のことば】　「入場税は下ったが—」
4 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・解説・あらすじ
ウェスカーの意義—私達の課題として— 荒川哲生
「ニュー・レフト」の思想について 前野良
ビーティ 北林谷栄
私の演劇鑑賞 林光
【私と新劇 8】　好きこそものの 朝倉摂
【サークルの素顔 10】　新陳代謝の激しい古いサークル—大
日本製薬サークルを訪ねて—
【労音】　大阪【労音】例会 4 〜 7 月
【労映】　農民の生きるたたかい「裸の島」の鑑賞を
全国組織結成の準備進む—西日本演鑑連 12 回総会
【スポット】　“ しばい ” とは何か
【私の劇評】　俳優座「桜の園」 （会員投稿）
【ニュース】
【ほりぞんと】 ＫＡ
5 月例会のお知らせ
157 1962 年 5 月 10 日
「真田風雲録」
青年座・新人会・
三期会・仲間・俳小
合同
【今月のことば】　自主企画例会—今年と来年
昨年度例会演目の支持投票結果まとまる　サークルで話し合
いを
5 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
雑録 福田善之
やぶにらみ観劇記 柾木恭介
大阪陳雑感 原田伴彦
座談会　現代劇としての真田風雲録—同窓会も又楽し— 山岡久乃（青年座）、日恵野晃
（仲間）、渡辺美佐子（新人会）、
林昭夫（新人会）、田上和枝（三
期会）、本郷淳（三期会）、森塚
敏（青年座）、池田一臣（三期会）、
早野寿郎（俳優小劇場）、生井
健夫（仲間）
【サークルの素顔 11】　青年部の半数が会員　全員同じ日に
例会参加—東住吉電話局サークルを訪ねて—
Ｆ
【スポット】　自主企画について　内容・形式ともに労演でな
ければできないものを
豊田治子（新興出版）
【私の劇評】　民芸「根っこ」 （会員投稿）
劇評をよんで 馬場武郎（民芸演出部）
【スポット】　根っこ感想—批評に関する論争と関連して— 上田啓子
【ほりぞんと】 Ｋ
【ニュース】
6 月例会のお知らせ
158 1962 年 6 月 10 日
「オットーと呼ばれ
る日本人」
民芸
【今月のことば】　死の梅雨期
6 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
劇団活動の輪を—岡倉士朗記念公演にあたって— 片谷大陸
作者から 木下順二
演出者として 宇野重吉
木下順二「オットーと呼ばれる日本人」 鶴見俊輔
木下順二のドラマをめぐって 竹内実
批評について 中西武夫
鑑賞方程式 岩田直二
【サークルの素顔 12】　合評会運営のことなど　この一年の
活動をふりかえって　—大阪読売新聞サークル—
大谷
114
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【私の劇評】　合同公演「真田風雲録」 （会員投稿）
座談会　真田風雲録をめぐって サークル会員
大阪労演・関西芸術座上演脚本募集　佳作品
【ニュース】
7 月例会のお知らせ
159 1962 年 7 月 10 日
「その前夜」
土方与志追悼合同
【今月のことば】　代表者会議を成功させよう
全国演劇鑑賞団体連絡会議を結成　38 団体・7 万 5 千名が
結集　来年度は「全国労演」に発展
7 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・役柄解説
激動の時代と人間の見事なリアリズム 増見利清（演出助手）
ゴーリキイと「その前夜」 野崎韶夫
「ブルイチョフ」、「ドスチガーエフ」劇の時代的背景 山村房次
歴史にのこること　のこさねばならぬこと—土方与志の演劇
史的業績—
茨木憲
【労音】
必要な反撥　再説『私の演劇鑑賞』 林光
新しい局面に対して—新劇の経済問題— 倉林誠一郎
【私の劇評】　民芸「オットーと呼ばれる日本人」 （会員投稿）
狂言鑑賞への招待　スカパンと太郎冠者 北岸佑吉
【スポット】　たちばなし 森田博（東生野中学）
8 月例会のお知らせ
160 1962 年 8 月 10 日
「狂言鑑賞会」
大蔵流・和泉流
【今月のことば】　狂言鑑賞
8 月例会・紹介　演目一覧・演目解説
系譜をたどりつつ—狂言のひとびと— 北岸佑吉
狂言の人たち 北川忠彦
作者への手紙　「オットーと呼ばれる日本人」をみて 大阪労演常任幹事会
【労音】　“NHK 弦楽四重奏団とクラリネット浜中浩一 ”
【労映】　おとし穴
【私の劇評】　合同公演「その前夜」 （会員投稿）
【スポット】　民族文化の基盤　演劇を中心とした私見 大泉米吉（府職）
【スポット】　生活の中の演劇 伊久正（三和銀行）
第 9 回・10 回職場演劇祭の紹介
9 月例会のお知らせ
161 1962 年 9 月 10 日
「アンネの日記」
民芸
【今月のことば】　新しい年度の発足に当って 大阪労演常任幹事会
1962 年度代表者会議報告
本年度上半期例会演目の支持投票から
9 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ　
※民芸「アンネの日記」
“ アンネ ” ふたたび 清水三郎
「アンネの日記」の意味するもの 倉橋健
ナチスのユダヤ人迫害 内山敏
特別例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ　
※プーク「逃げ出したジュピター」
「逃げ出したジュピター」演出にあたって 川尻泰司
【労音】　大阪労音への誘い　10 月からＣの入会制限廃止
【労映】　「良い映画を見る会」会員増加のお願い
【私の劇評】　大蔵流・和泉流合同「狂言鑑賞会」
「狂言鑑賞会」を終えて—大阪労演の皆様へ— 茂山千之丞
【スポット】　民族文化の問題—合評会報告— サークル「みらい」
【ブレヒト案内 1】　ブレヒト 長谷川四郎
10 月例会のお知らせ
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162 1962 年 10 月 10 日
「湿地帯」
関西芸術座
【今月のことば】　積極的な姿勢を 河
10 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ・解説
「湿地帯」について こばやしひろし
朝鮮人 岩田直二
小林ひろしとその作品 仲武司
朝鮮と日本 藤島宇内
「湿地帯」余談
リアリズム演劇と関芸の力量 清水三郎
お返事 木下順二
新劇の心身にあたえる影響について—東京劇信をはじめるに
あたって—
宮本研
【労音】　11 月例会の案内
【労映】　第 2 回中国映画祭を開催するに当たって
【私の劇評】　民芸「アンネの日記」 （会員投稿）
【スポット】　「狂言」と「真田風雲録」との間 菅原一郎（堺化学）
【スポット】　「民族文化」論の視点 星野五郎
【ブレヒト案内 2】　ブレヒト私見 尾崎宏次
11 月例会のお知らせ
163 1962 年 11 月 10 日
「三文オペラ」
俳優座
【今月のことば】　中国演劇代表団を迎える 泉
11 月・12 月例会は臨時会費で 280 円です　その理由につ
いて
第 13 回西日本演鑑連総会報告　近畿ブロックと西日本を分
離
Ｏ
【批評研究会の報告】　民芸「アンネの日記」について
11 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
「三文オペラ」のこと 千田是也
平和の歌 ベルトルト・ブレヒト
「三文オペラ」の音楽 外山雄三
パンをどう喰うか 野村修
芝居と歌 小沢栄太郎
【東京劇信 2】　主に「城塞」のこと 宮本研
【私の劇評】　関西芸術座「湿地帯」 （会員投稿）
みらい合評会報告
【労音】　12 月以後の労音例会
【労映】　講座 “ フィルムによる戦後労働運動史 ”
創作戯曲を公募　公募事項 大阪労演、関西芸術座
12 月例会のお知らせ
164 1962 年 12 月 10 日
「るつぼ」
民芸
【今月のことば】　今年をふり返って 岡
訪日中国演劇家代表団を迎えて　専門別研究集会の報告
【批評研究会の報告】　関西芸術座「湿地帯」について
12 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・舞台写真・あらす
じ
「るつぼ」とアーサー・ミラー 菅原卓（演出家）
ミラー劇の社会性と人間性 二宮尊道（神戸大学教授）
悪魔との結婚 椎名麟三（作家）
【東京劇信 3】　わかる芝居　わからない芝居 宮本研（劇作家）
現代演劇の舞台と客席 笠啓一（新日文学会会員）
【私の劇評】　俳優座「三文オペラ」 （会員投稿）
【私のアングル】 清水三郎（評論家）
1 月例会のお知らせ
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165 1963 年 1 月 2 日
「初恋」
民芸
【今月のことば】　前進のために 大泉米吉・花房信夫（大阪労演
代表幹事）、常任幹事、事務局
一同
1962 年から 1963 年へ—大阪労演の課題— 大阪労演常任幹事会
【批評研究会の報告】　俳優座「三文オペラ」について—話し
合ったこと—
1 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
「イルクーツク物語」「初恋」　二つのソビエト戯曲を演出し
て
宇野重吉（民芸演出部）
『イルクーツク物語』から『初恋』まで 泉三太郎（ロシア文学者）
夢と機会と初恋と 梅野泰靖（民芸演技部）
ナターシャとリーザ 阪口美奈子（民芸演技部）
ローゾフと現代のソビエト演劇 野崎韶夫（早稲田大学教授ソビ
エト演劇研究）
劇団民芸 1963 年レパートリー
【東京劇信 4】　明治と戦争と性と 大橋喜一（劇作家）
職場で演劇をやっている人たちへの手紙—第 9 回職演祭をみ
て—
宮本研
座談会　作家の主体と鑑賞組織の役割 小場瀬卓三（演劇学者）、木下
順二（劇作家）、安部公房（劇
作家）、福田善之（劇作家）、広
渡常敏（演出家）
昨年の例会・評判記　合評会からの聞き書き Ｆ
一つの感想 小沢栄太郎（俳優座俳優、演出
家）
【私の劇評】　民芸「るつぼ」 （会員投稿）
【私のアングル】　オーソライズされた演出 中西武夫（テレビプロデュー
サー・演出家）
【労音】　1963 年の課題 杉岡正之（大阪労音事務局長）
【労映】　1963 年の課題 村瀬久志（大阪労映事務局長）
【ほりぞんと】 ＫＡ
2 月例会のお知らせ
166 1963 年 2 月 10 日
「大姫島の理髪師」
俳優座
【今月のことば】　批評運動の一層の推進を 島
【批評研究会の報告】　民芸「るつぼ」について
2 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
田中千禾夫作品年表
作品にふれて　さんきち物語・異端と正端 田中千禾夫
田中戯曲の魅力と意義—「大姫島…」を支えているもの— 千田是也
俳優座 1963 年スケジュール
むなしくともひたむきに歌わん 東野英治郎
丹 河内桃子
てご 小林哲子
【東京劇信 5】　文学座分裂問題の意味 宮本研
【私の劇評】　民芸「初恋」 （会員投稿）
【私のアングル】　つつましく誠実なドラマ　ローゾフ「初恋」
についての随想
辻部政太郎
【労音】　あなたがプロデューサーの労音
【労映】　良い映画をみる会会員募集
3 月例会のお知らせ
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167 1963 年 3 月 10 日
「明治の柩」
ぶどうの会
【今月のことば】　統一地方選挙について—会員諸兄への呼び
かけ—
尾
【批評研究会の報告】　民芸「初恋」について
3 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
第二歩を 木下順二
作者としては 宮本研
稽古のあいまの断層 竹内敏晴
賢兄と愚弟と 福田善之
「明治の柩」上演によせて 鶴見俊輔
ぶどうの会 63 年度上演作品
鉱毒事件と田中正造の時代 小川仁示（大阪歴史学会会員・
近代史専攻）
【私の劇評】　俳優座「大姫島の理髪師」 （会員投稿）
【私のアングル】　「大姫島の理髪師」を見て 斉藤安秀（毎日新聞社学芸部）
7 月〜 12 月例会演目への支持投票から
【労音】　「会員参加による第九交響曲」
【労映】　論語よみの論語しらず—作品評価について— 労映Ｓ
「台風」の上演を前に 松尾哲次
4 月例会のお知らせ
168 1963 年 4 月 10 日
「台風」
民芸
【今月のことば】　一人ひとりが運動の主体—拡大へ積極的姿
勢を—
Ａ
【批評研究会の報告】　俳優座「大姫島の理髪師」について
4 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
作者のことば　“ 台風 ” 周辺　“ 台風 ” 雑記 原源一
「台風を読んで」 内村直也（劇作家）
演技者の悩み—近頃の私— 草薙幸二郎
滋子について 吉行和子
台風と農民—今日の社会— 杉浦明平（作家・新日文学会会
員）
新劇運動と演劇理念との距離 菅井幸雄（民芸文芸部・評論家）
【東京劇信 6】　大阪についての報告 宮本研
【私の劇評】　ぶどうの会「明治の柩」 （会員投稿）
【私のアングル】　複雑さということ 岩田直二（関西芸術座・演出家）
小畑忠良・中馬香両氏を励ます文化人の会発足する
5 月例会のお知らせ
169 1963 年 5 月 10 日
「お人好しの幽霊」
俳優座
【今月のことば】　例会鑑賞に対する積極性ということ
【批評研究会の報告】　ぶどうの会「明治の柩」について
5 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
小沢演出と「お人好しの幽霊」 原千代海
「お人好しの幽霊」随想 尾崎宏次（演劇評論家）
前座 平幹二朗
役者というものは 大塚道子
私共の考え・私共の願い 千田是也
【私の劇評】　民芸「台風」 （会員投稿）
【私のアングル】　リアルではあるけれど 浅野潜（大阪新夕刊新聞社記者）
【労音】　第 8 回総会を迎えての問題
【労映】　「祖国は誰れのものぞ」御観賞のおすすめ
6 月例会のお知らせ
現代にも続いている忍術の歴史 村山知義
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170 1963 年 6 月 10 日
「忍びの者」
東京芸術座
【今月のことば】　入場税撤廃・法人税反対の運動を
【批評研究会の報告】　民芸「台風」について
6 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
五右エ門のことなど 村山知義
戦国の人々 吉田光邦（京都大学人文科学研
究所）
石川五右衛門の話 奥瀬平七郎（忍術研究家）
忍者のイメージ 足立巻一（大衆文化研究家）
舞台写真　「忍びの者」東京公演の反省として 保科三良
信頼し合える世の中を 相生千恵子
【私の劇評】　俳優座「お人好しの幽霊」 （会員投稿）
【私のアングル】　行動と、諷刺と 道井直次（関西芸術座演出部）
【労音】　Ｃ例会の魅力と役割
【労映】　労映と「良い映画をみる会」入会のおすすめ
関西芸術座公演「大麦入りチキンスープ」 素針卓治
働らくものの文化祭　東京と大阪で　自立劇団「未来」が『差
別』をもって上京
171 1963 年 7 月 10 日
「泰山木の木の下で」
民芸
8 月例会のお知らせ
【今月のことば】　代表者会議に出席しよう 尾
【批評研究会の報告】　俳優座「お人好しの幽霊」について
7 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
雑感 小山佑士
日本的であること—表裏から小山佑士君— 田中千禾夫
“ 鬼 ” 演出家宇野重吉 野村喬（評論家）
『不安な一日』 垂水悟郎
きびしい時代に生きている自覚と勇気のこと 南風洋子
「わたしたちの明日は」　泰山木の木の下で・主題歌
舞台づくりと同時進行で　俳優組織の結びつき　著作権 = 演
技権の主張
片岡大陸（民芸・総務）
【私の劇評】　東京芸術座「忍びの者」 （会員投稿）
【私のアングル】　悲劇の現実的裏付けが不十分 大岡欽治（評論家）
【労音】　注目のハバナキューバン
【労映】　「日本の夜と霧」の上映運動をおこそう
1962 年度応募戯曲の審査発表 関西芸術座、大阪労演
鑑賞組織に対する不当課税に各界から抗議
大阪労演特別例会のお知らせ
172 1963 年 8 月 10 日
「戯劇春秋」
東京青年合同
9 月例会のお知らせ
1963 年度代表者会議の報告　運動内容の具体的イメージを
めぐって論議
【批評研究会の報告】　東京芸術座「忍びの者」について
8 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
合同公演について 千田是也
意義ある〈戯劇春秋〉の上演 梁夢廻（「戯劇春秋」翻訳者）
「戯劇春秋」こぼれ話 竹内実（新日本文学会会員・中
国文学専攻）
大阪労演文楽特別鑑賞会・概要
7 月某日 宮部昭夫
10 年の顔 林洋子
〈働くものの文化祭〉の早急なる自然主義的な報告 竹内敏晴（ぶどうの会・演出家）
【私の劇評】　民芸「泰山木の木の下で」 （会員投稿）
【私のアングル】　もっと社会批判を厳しく 清水三郎（評論家・朝日新聞社）
大阪労演特別例会　プーク「勇敢なる兵卒シュベイク」概要
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173 1963 年 9 月 10 日
「米どころの報告」
関西芸術座
10 月例会のお知らせ
【今月のことば】　当面のいろいろの課題に対し積極的姿勢
で—新幹事会の発足にあたって—
花房
幹事会の報告　運営機関の体制ととのう
全国労演結成さる
【労音】　労音例会が 600 万市民のものに
【労映】　「日本の夜と霧」を再上映しよう
入場税・法人税に反対しよう
第 3 回戯曲公募 大阪労演、関西芸術座
【批評研究会の報告】　民芸「泰山木の木の下で」について
9 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
ルポルタージュ戯曲について 宇津木秀甫
この作品と作者について 岩田直二
供出問題と農民運動 山崎春成（大阪市大経済研究所
助教授）
米と農民と 和田一雄（農民理論研究会）
五里霧中 北見唯一
肉作りに専念します 坂本和子
サルトルの演劇　　10 月例会民芸「狂気と天才」鑑賞のた
めに　
佐藤朔（慶大教授）
【私の劇評】　俳優座スタジオ劇団合同「戯劇春秋」 （会員投稿）
大阪労演の規約
174 1963 年 10 月 10 日
「狂気と天才」
民芸
11 月例会のお知らせ
会場建設をすすめる会報告　中馬市長・公約実現を約束　公
営の文化ホールを
【批評研究会の報告】　俳優座スタジオ劇団合同「戯劇春秋」
について
大島
第 10 回大阪職場演劇祭　4 つの創作劇でことしの成果を問
う
【労映】　「日本の夜と霧」上映きまる
【労音】　10・11 月のスケジュール
10 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
演出に当って 村山知義
サルトルの戯曲について 小島輝正
サルトルと「キーン」のこと 渡辺淳
いもうと 芦田伸介
アンナ・ダンビィと現代っ子 草間靖子
人間は美しくなければならない　11 月例会俳優座「ワーニャ
伯父」鑑賞のために
清水三郎
【私の劇評】　関西芸術座「米どころの報告」 （会員投稿）
大阪労演にも法人税を適用　税務署うごきだす
1 月〜 6 月例会演目への支持投票から
175 1963 年 11 月 10 日
「ワーニャ伯父」
俳優座
12 月例会のお知らせ
【今月のことば】　或る日の感想 花房
【批評研究会の報告】　関西芸術座「米どころの報告」につい
て
9 月例会「米どころの報告」合評会報告
入場税・法人税についての中間報告　地方議会へ請願・12
月には国会へ
11 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
チェーホフ年表
演出のことば 阿部宏次
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阿部君に 小沢栄太郎
俳優座とチェーホフ劇 石沢秀三
チェーホフの時代 牧原純
他人のことなど 中谷一郎
わたしのたのしみ 木村俊恵
【私の劇評】　民芸「狂気と天才」 （会員投稿）
大阪労演文楽特別鑑賞会　「通し狂言仮名手本忠臣蔵」概要
木下順二の「沖縄」　12 月例会ぶどうの会「沖縄」鑑賞のた
めに
猪野謙二
【労音】　クラシックからポピュラーまで　これからの労音例
会
【労映】　観客の責任　「日本の夜と霧」上映に関して
176 1963 年 12 月 10 日
「沖縄」
ぶどうの会
1964 年 1 月例会のお知らせ
【今月のことば】　やらねばならぬこと 岡田
大阪労演特別例会に前進座公演
演劇講座開設の案内
【労映】　「日本の夜と霧」上映を終って　2 つのお知らせ
【批評研究会の報告】　民芸「狂気と天才」の残していったも
の
12 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・劇中で踊る沖縄舞踊・
あらすじ
「沖縄」で思うこと 山本安英
沖縄の次には 木下順二
演出者のメモ 竹内敏晴
木下戯曲の本質—「沖縄」誕生の前提— 菅井幸雄（民芸文芸部・演劇評
論家）
「悲劇の島」沖縄と本土 前芝確三（立命館大教授）
大橋さんと “ 松川事件 ” と「消えた人」と　　1 月例会民芸「消
えた人」鑑賞のために
祖父江昭三（明治大学講師）
第 4 回大阪職場演劇祭をみて　発展の芽を伸ばそう 小松徹（関西芸術座・演出部）
【私の劇評】　俳優座「ワーニャ伯父」
【労音】　労音コーラス、オーケストラ、ジャズ・ブラス・バ
ンドの合同発表会
177 1964 年 1 月 10 日
「消えた人」
民芸
【今月のことば】　1964 年を前進の年に 大泉米吉・花房信夫（大阪労演
代表幹事）・常任幹事・事務局
一同
代表者懇談会の報告
1964 年度例会スケジュール
入場税撤廃・法人税不当課税反対　国会請願の報告 庄田
1 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ・舞台写真
「消えた人」…思うことさまざま 大橋喜一
1964 年のこと 宇野重吉
演出家・宇野重吉 茨木憲（演劇評論家）
大橋喜一の風貌 菅井幸雄（民芸・文芸部）
1949 〜 50 年の社会的背景 宍戸恭一（「現代史研究」主宰）
金君のモチ 内藤武敏
としつき 佐々木すみ江
「フィガロ」のおもしろさ　2 月例会俳優座「フィガロの結婚」
鑑賞のために
石沢秀二
【批評研究会の報告】　「ワーニャ伯父」の味わい　開幕直後
のざわめきについて会員への注文をもつ報告
【私の劇評】　ぶどうの会「沖縄」 （会員投稿）
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【労音】　労演会員必見のミュージカル “ 劉三姐 ” 再演
【労映】　テレビ芸術を映画として上映してみませんか
【編集後記】 Ｆ
2 月例会のお知らせ
178 1964 年 2 月 10 日
「フィガロの結婚」
俳優座
会場運動の現状についての報告
2 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ・出演者の
顔
ガロガロ先生只今参上…
「フィガロの結婚」 小場瀬卓三（フランス文学者）
俳優座劇団創立 20 周年をむかえて　千田是也・小沢栄太郎
対談
阿部宏次（司会）
何よりも創造的に　15 周年記念特集〈演劇運動・今日の課題〉木下順二（劇作家）
大阪労演例会一覧
新劇運動の問題点　15 周年記念特集〈演劇運動・今日の課題〉菅井幸雄（民芸・文芸部）
新劇の新らしい状況　15 周年記念特集〈演劇運動・今日の
課題〉
宮本研（劇作家）
演劇運動とその経済　15 周年記念特集〈演劇運動・今日の
課題〉
倉林誠一郎（俳優座主事）
【批評研究会の報告】　「沖縄」の積極的意義とその舞台形象
【私の劇評】　民芸「消えた人」 （会員投稿）
大阪労演文楽特別鑑賞会・概要
文学座分裂問題の経緯を追う　「喜びの琴」、NLT をめぐって
3 月例会のお知らせ
179 1964 年 3 月 10 日
「海鳴りの底から」
三期会
【今月のことば】　ホンネを吐き合おう 田中
3 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
二つの手紙 堀田善衞
生きている球 広渡常敏
三期会のプロフィル 岩淵達治
吉利支丹用語略解
島原の乱・キリスト教・封建支配 奈良本辰也
本当のもの 戸田皓久
未熟な私 河村多鶴子
【批評研究会の報告】　単彩にすぎた「消えた人」　
※民芸公演
【スポット】　「新しい会員」増員の問題 松下功（雪印サークル）
【スポット】　弁明—前号・菅井論文にふれて— 尾崎信
【私の劇評】　俳優座「フィガロの結婚」 （会員投稿）
【編集後記】 Ｆ
報告と各サークルへのおねがい　地域合評会と当面の問題の
討議を活発に
4 月例会のお知らせ
「父と子」のこと 泉三太郎
180 1964 年 4 月 10 日
「父と子」
民芸
【今月のことば】　春 4 月におもうこと 菅原
労演会費はそのまま入場料金ではない　入場税問題について
4 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・解説・あらすじ
「父と子」の翻訳 泉三太郎
アレクセイ・アルブーゾフ略歴
30 〜 50 年代ソビエトにおける戯曲創作問題とアルブーゾ
フの作品
松川秀郎（神戸外大助教授）
ソビエトの印象—モスクワ今と昔— 東山千恵子
チェーホフとアルブーゾフ 信欽三
僕の恋人 山内明
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私のねがい 松本典子
【批評研究会の報告】　俳優座「フィガロの結婚」　芝居の楽
しさ・おもしろさ…ということにふれて
【私の劇評】　三期会「海鳴りの底から」 （会員投稿）
【編集後記】 Ｆ
【スポット】　サークル合評会の問題—サークル「みらい」の
場合—
5 月例会のお知らせ
181 1964 年 5 月 10 日
「オッペケペ」
新人会
【今月のことば】　3 月・5 月例会に思うこと 河井
5 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
楽屋裏をお見せします 福田善之
オッペケペ節歌詞
福田善之についての走り書 宮本研
新人会の紹介 田中千禾夫
壮士劇前後 加太こうじ
【現代のアングル】　タレント・スター・民衆 広渡常敏
【私の劇評】　民芸「父と子」 （会員投稿）
【スポット】　サークル合評会の方向—日本触媒サークルの場
合—
庄田
会員の皆さんへ・緊急のおしらせ　6 月・7 月は臨時会費
シェークスピア生誕 400 年記念・俳優座「ハムレット」配
役きまる
【批評研究会の報告】　意図と実現のズレ　三期会「海鳴りの
底から」
6 月例会のお知らせ
182 1964 年 6 月 10 日
「夜明け前　第一部」
民芸
【今月のことば】　代表者会議に出席しよう 花房
6 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
「夜明け前」年表
久保演出の継承 松尾哲次
「夜明け前」と久保演出 倉橋健
あの頃のこと 村山知義
「夜明け前」初演のころ 大岡欽治
「夜明け前」の時代 小山仁示
【現代のアングル】　久保栄と赤穂浪士と太郎冠者 竹内敏晴
大阪労演文楽特別鑑賞会概要
【私の劇評】　新人会「オッペケペ」 （会員投稿）
【批評研究会の報告】　メロドラマという添え書きのついて
「父と子」　※民芸
7 月例会のお知らせ
183 1964 年 7 月 10 日
「ハムレット」
俳優座
1964 年度代表者会議報告　批評活動と組織活動を強化しよ
う
7 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
「ハムレット」の演出にあたって 千田是也
“ ハムレット ” の演技 東野英治郎
ハムレット劇の魅力 三神勲（英文学者）
【私の劇評】　民芸「夜明け前」 （会員投稿）
【スポット】　“ 火山灰地 ” から “ 夜明け前 ” まで　サークル
合評会の経緯について—椿本チェーンサークルの場合—
有光
【現代のアングル】　演劇理論のことについて 大橋喜一
【Books Revue】　吉田留三郎『かみがた演芸—漫才太平記』 Ｓ
『批評研究会の報告』　豊富な問題を提供した「オッペケペ」
　※俳優座
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8 月例会のお知らせ
184 1964 年 8 月 10 日
「欲望という名の電
車」
文学座
【今月のことば】　新幹事会の発足にあたって 大泉米吉・花房信夫（代表幹事）、
常任幹事、事務局
運営機関の態勢きまる　1964 年度役員氏名
全国労演・第 2 回総会、盛会裡におわる
8 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・舞台写真・あらすじ
テネシー・ウィリアムズ年譜
演出にあたって 木村光一
テネシィ・ウィリアムズ—アメリカ演劇の伝統— 田島博
テネシー・ウィリアムズとアメリカ南部の風土 菅泰男（京大教授）
【現代のアングル】　“ 若い ” ということにふれて 福田善之
第 7 回国民文化全国集会の報告
【批評研究会の報告】　民芸「夜明け前」上演の意義
【スポット】　“ 創作・演技するサークルへの夢 ”—住友生命
サークルの歩み—
大阪労演特別例会概要　※青年芸術劇場「袴垂れはどこだ」
【私の劇評】　俳優座「ハムレット」 （会員投稿）
9 月例会のお知らせ
185 1964 年 9 月 10 日
「世阿彌」
俳優座
9 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
演劇的感動ということについて 山崎正和（「世阿弥」作者）
世阿弥・用語解説
光と影 観世栄夫（「世阿弥」演出者）
世阿弥・年表
世阿弥の立場 村井康彦（京都女子大教授）
民俗芸能は青空の下でのみ　　特集 / 伝統と現代演劇 田中千禾夫（劇作家）
からまわりの言葉だけでなしに　　特集 / 伝統と現代演劇 戸井田道三（劇評家）
創造とのかかわりで　　特集 / 伝統と現代演劇 竹内実（中国文学者）
【現代のアングル】　自由のうらおもて 1 林光（作曲家）
【批評研究会の報告】　シェークスピア的はつらつさ　
※俳優座「ハムレット」
【私の劇評】　文学座「欲望という名の電車」 （会員投稿）
10 月例会のお知らせ
186 1964 年 10 月 10 日
「冬の時代」
民芸
10 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
作者のことば 木下順二
売文社時代 小山仁示（関西大学講師）
「冬の時代」用語解説
堺利彦と大杉栄 秋山清（詩人）
現代史の顔　　特集 / 演劇のなかのナショナルとインターナ
ショナルなもの
尾崎秀樹（文芸評論家）
ナショナリズム・インターナショナリズム　　特集 / 演劇の
なかのナショナルとインターナショナルなもの
広末保（法政大学教授）
ナショナルとインターナショナル　　特集 / 演劇のなかのナ
ショナルとインターナショナルなもの
渡辺淳（東京都立大学助教授）
【現代のアングル】　自由のうらおもて 2 林光（作曲家）
特別鑑賞会のおしらせ
【批評研究会の報告】　もっと「もっと本質的な」ものを　
※俳優座「欲望という名の電車」
【私の劇評】　俳優座「世阿弥」 （会員投稿）
職場演劇合同公演近づく 長谷川
11 月例会のお知らせ
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187 1964 年 11 月 10 日
「北京の茶館」
関西芸術座
11 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
老舎について 黎波（東京大学教授）
「茶館」用語解説
「北京の茶館」の時代的背景 片山智行（大阪市立大学中国文
学専攻）
中国の新しい演劇 相浦杲（大阪外大教授）
俳優の芸術・観客の芸術　　特集 / 演劇の大衆化と観客の論
理
千田是也
発見の過程への参加者としての観客大衆　　特集 / 演劇の大
衆化と観客の論理
いいだ・もも（作家）
演劇環境について 佐々木基一（文芸評論家）
【批評研究会の報告】　世阿弥に托した芸術観　　
※俳優座「世阿弥」
【私の劇評】　民芸「冬の時代」 （会員投稿）
大阪自立演劇連絡会議第 1 回合同公演「季節風」概要
12 月例会のお知らせ
188 1964 年 12 月 10 日
「東海道四谷怪談」
俳優座
「四谷怪談」のこと 小沢栄太郎
12 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
南北語の解説
歌舞伎と新劇の四谷怪談 郡司正勝（演劇評論家）
南北と四谷怪談 今尾哲也（日本文学協会会員）
鶴屋南北の生涯（略年表）
怪談劇ノート 吉田留三郎（演芸評論家）
伝統演劇との関連についてのあれこれ　　特集 / 今日の演劇
で古典はどう生きている…?
茨木憲（演劇評論家）
伝統をうけつぐということについての感想　　特集 / 今日の
演劇で古典はどう生きている…?
福田善之（劇作家）
【批評研究会の報告】　春 3 月くびり残され…　　
※民芸「冬の時代」
【私の劇評】　関西芸術座　「北京の茶館」 （会員投稿）
大胆な舞台の試み—「季節風」から　　大阪自立演劇連絡会
議第 1 回合同公演評
大橋喜一（劇作家）
サークル代表者懇談会開催
65 年 1 月例会のお知らせ
189 1965 年 1 月 10 日
「人質」
民芸
「人質」の関西公演について 菅原卓（演出家）
1 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
ブレンダン・ベーハンの世界 木村光一（文学座演出家）
アイルランド—その民族と歴史— 山口光朔（桃山学院大学教授）
アイルランド略年表
【現代のアングル】　「人質」地方公演を目前にして 轟夕起子（俳優）
【演劇・演劇運動 1】座談会・大阪労演の課題をさぐる 花房信夫、岡田文江ほか事務局、
サークル会員
【批評研究会の報告】　関芸の奮起をのぞむ　　
※関西芸術座「北京の茶館」
演劇を自分のものに—代表者懇談会での話し合いの中から
【私の劇評】　俳優座「東海道四谷怪談」 （会員投稿）
【編集後記】 Ｋ
2 月例会のお知らせ
190 1965 年 2 月 10 日
「さすらい」
新人会
近ごろ思うこと 田中千禾夫（劇作家）
2 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
田中千禾夫の世界と新人会 山本学（新人会俳優）
64 年新人会公演・活動記録
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田中千禾夫 “ さすらい ” 赤岩栄（牧師）
田中千禾夫作品（62 〜 64 年）
さすらいの千禾夫さん 宮本研（劇作家）
【現代のアングル】　一つが二つ論考 八田満穂（新人会演出部）
想像力からの肉声　　特集 / 日本の大衆芸術 森秀人（評論家・大衆芸術）
新劇における浪曲性　田中千禾夫の二つの戯曲　　特集 / 日
本の大衆芸術
関根弘（詩人）
【演劇・演劇運動 2】演劇をより大衆のものとするために　
大阪労演の課題—わたしの意見
日浦摂雄（東洋化工機）
【演劇・演劇運動 2】労演活動への提言　大阪労演の課題—
わたしの意見　
佐野章二（サークル「みらい」）
【私の劇評】　民芸「人質」 （会員投稿）
【批評研究会の報告】　「四谷怪談」のたのしさ　　
※俳優座公演
【大阪労演の動き】　例会のあと感想を話し合いましょう
【えんぴつ後記】　　※編集後記 Ｋ
3 月例会のお知らせ
191 1965 年 3 月 10 日
「しとやかな獣」
青年座
大阪公演によせて 成瀬昌彦（青年座演出家）
3 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
新藤兼人と「しとやかな獣」 佐藤忠男（映画評論家）
青年座自身のための広告—またはぼく自身のための広告 奥野健男（文芸評論家）
64 年青年座公演・活動記録
【現代のアングル】　私の新しい人間像 新藤兼人（映画監督）
【演劇・演劇運動 3】労演と私　大阪労演の課題—わたしの
意見
市川純子（玉津中学）
【演劇・演劇運動 3】労演についての感想　大阪労演の課題—
わたしの意見
那津一郎（京阪神急行労働組合）
【演劇・演劇運動 3】眼にみえないものをさぐるために　大
阪労演の課題—わたしの意見
紺屋良一（学大　天王寺）
【批評研究会の報告】　行儀が良すぎた「人質」　　
※民芸公演
【私の劇評】　新人会「さすらい」 （会員投稿）
【大阪労演の動き】
【えんぴつ後記】
4 月例会のお知らせ
192 1965 年 4 月 10 日
「開かれた処女地」
民芸
ショーロホフという作家 原卓也（ソビエト文学者）
4 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
ショーロホフの世界 横田瑞穂（ソビエト文学者）
スターリンの「農業集団化」—『開かれた処女地』の背景— 渡辺寛（法政大学助教授・農業
問題専攻）
ソビエトとチェコの芝居あれこれ 岩田宏（詩人）
【演劇・演劇運動 4】安くてよい芝居考　大阪労演の課題—
わたしの意見
おそごし・てるゆき（大阪チタ
ニウム）
【演劇・演劇運動 4】擬根拠地の悪夢　大阪労演の課題—わ
たしの意見
皆築肇（市大工学部サークル）
【批評研究会の報告】　“ さすらい ” の提起したもの　　
※新人会公演
【私の劇評】　　青年座「しとやかな獣」 （会員投稿）
【サークルの眼】　演劇作品よりドラマチックな合評会・発
言—中央ブロック地域合評会—
【大阪労演の動き】　4 月は臨時会費 400 円
【えんぴつ後記】 Ｈ
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5 月例会のお知らせ
193 1965 年 5 月 10 日
「ザ・パイロット」
俳優座
正攻法で 増見利清（演出家）
5 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
故事解説
私自身への手紙 宮本研（劇作家）
ザ・パイロットの周辺 いいだ・もも（作家・評論家）
ザ・パイロットの周辺 長谷川龍生（詩人）
【現代のアングル】　影と光の間の空間 朝倉摂（画家・装置家）
【演劇・演劇運動 5】大阪労演の課題は何か　労演とは何で
あるか
【批評研究会の報告】　もっと強烈に感じさせるものを　　
※青年座「しとやかな獣」
【私の発言】　演劇の魅力とまやかし 星野五郎（あゆみ C）
【私の劇評】　民芸「開かれた処女地」 （会員投稿）
モニター会議の報告　機関誌はどのようにうけとめられてい
るのか
【大阪労演の動き】　会場建設運動の報告
【えんぴつ後記】
6 月例会のお知らせ
194 1965 年 6 月 10 日
「友絵の鼓」
文学座
中国で “ 友絵の鼓 ” を考える 戌井市郎（演出家）
6 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
能界の青春と自我の背理と女の美しさと　作者自身へのイン
タビュー
人見嘉久彦（劇作家・大阪読売
新聞社記者）
「友絵の鼓」の印象 羽仁進（映画監督）
人見さんのこと 田中澄江（劇作家）
過去と現在という二つの言葉の間で—文学座の状況—　　
文学座、その過去と現在
木村光一（演出家）
新しい文学座の行方　　文学座、その過去と現在 清水三郎（演劇評論家・朝日新
聞社記者）
文学座 65 年度下半期公演予定
【演劇・演劇運動 6】「労演とは何であるか」を読んで　
大阪労演の課題
森田博（玉津中学）
【演劇・演劇運動 6】とりとめもない感想　大阪労演の課題 野田和之（全電通へちま）
【私の発言】　労演の動きをしりたい Ｙ.Ｈ
【これからの演劇への提言 = インタビュー】　劇作家・宮本研
氏に訊く
【批評研究会の報告】　きれいにまとめられていたが…　
※民芸「開かれた処女地」
【私の劇評】　俳優座「ザ・パイロット」 （会員投稿）
【大阪労演の動き】
【えんぴつ後記】 Ｈ
195 1965 年 7 月 10 日
「コンベア野郎に夜
はない」
民芸
劇作への開眼 大橋喜一（劇作家・民芸所属）
大橋喜一年譜
7 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
職場作家について 広渡常敏（演出家・三期会所属）
二重構造は鉄壁でない ! 関根弘（詩人）
方針といらだちの間で　　劇団民芸の「リアリズム演劇の確
立」をめぐって—往復書簡—
向井芳樹（帝塚山短大教授）
「リアリズム」をせまく考えないで　　劇団民芸の「リアリ
ズム演劇の確立」をめぐって—往復書簡—　
祖父江昭二（民芸文芸部・評論
家）
【演劇・演劇運動 7】地域合評会への積極的参加を—批評活
動という面から見たこの一年—
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【私の発言】　もっと楽しい芝居を 一主婦
【これからの演劇への提言 = インタビュー】　演出家・木村光
一氏に訊く
【批評研究会の報告】　あれから 20 年、だてに月日は　　
※俳優座「ザ・パイロット」
【私の劇評】　文学座「友絵の鼓」 （会員投稿）
【大阪労演の動き】　
【えんぴつ後記】
8 月例会のお知らせ
196 1965 年 8 月 10 日
「橋のない川」
東京芸術座
これが差別だ 住井すゑ（作家）
8 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
一年前の或る夜のこと 井上敏夫（詩人）
『橋のない川』の時代 中西義雄（部落解放同盟中執員）
差別・その非人間性 小山仁示（関西大学講師）
東京芸術座の歩み 村山知義（演出家）
村山座と若い劇団との両面 野村喬（演劇評論家）
【これからの演劇への提言 = インタビュー】　劇作家・大橋喜
一氏に訊く
【批評研究会の報告】　その構図をはみだすもの　
※文学座「友絵の鼓」
【私の劇評】　民芸「コンベア野郎に夜はない」
本年度代表者会議の報告 1　すべてのサークルで会員をふや
そう
1965 年度大阪労演新役員
【えんぴつ後期】
9 月例会のお知らせ
197 1965 年 9 月 10 日
「タービン工場」
関西芸術座
大阪労演のみなさまへ 内田昌夫（「タービン工場」作者）
9 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
用語の説明
「タービン工場」と関芸　　※インタビュー 岩田直二（談）
合理化と人間—「タービン工場」をよんで— 中岡哲郎（技術者・立命大講師）
合理化—その進行と労働者の闘い— 前田裕晤（全電通電信支部・執
行役員）
【えんぴつ—編集後記】
【戦後 20 年への視点 1】　「戦後」についての 3 つの感想 福田善之
【わがサークルを語る】　声をかけるのは億劫なことだが 寺川（サークル “65”）
【演劇と生活と】　はじめてみた「どん底」の印象—労演の例
会から希望を—
坂上陽子
本年度代表者会議の報告 2　2 万名の会員を是非確保しよう
【批評研究会の報告】　人は「活動家」である前に「労働者」
であっていいのだ　　※民芸「コンベア野郎に夜はない」
【私の劇評】　東芸「橋のない川」
軽妙洒脱な千田のメフィスト　　10 月例会俳優座「ファウ
スト」第二部によせて
加藤衞（演劇評論家）
「夜明け前」のすすめ　　11 月例会民芸「夜明け前」第二部
によせて
戸板康二（演劇評論家）
10 月例会のお知らせ
若々しく力強い「ファウスト」を 千田是也
128
号数 発行年月日 目次 執筆者（執筆時の所属）
198 1965 年 10 月 10 日
「ファウスト　第一
部」
俳優座
おわびにかえて　　※千田負傷による役者交替 千田是也
10 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
わが「ファウスト」 千田是也
「ファウスト」劇の面白さ 手塚富雄（東京大学教授）
「ファウスト」にあらわれた魔法の時代相 内垣啓一（東京大学助教授）
「ファウスト」日本での上演 大岡欽治（演劇評論家）
【芸術とは何か ?1】　芸術運動と階級闘争の論理について 藤本進治（哲学者）
【戦後 20 年への視点 2】　きわめて素朴なこと 竹内敏晴（演出家・劇団変身）
【わがサークルを語る】　皆から喜ばれる「サークル誌」 米坂（城東区役所サークル）
【演劇と生活と】　書くこと、しゃべることは不得意だが—心
にのこる「さすらい」—
吉田英三（ダイハツ大阪工場）
【批評研究会の報告】　架からなかった「橋」　　
※東芸「橋のない川」
訪中公演の二演目を例会に　　※俳優座「日本の幽霊」・民
芸「郡上一揆」
【私の劇評】　関芸「タービン工場」 （会員投稿）
【えんぴつ後記】
この充足感—「夜明け前」第二部 伊馬春部（劇作家）
11 月例会のお知らせ
199 1965 年 11 月 10 日
「夜明け前・第二部」
民芸
11 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
脚色と演出について—その出発点— 松尾哲次
はじめと、おわり—藤村と「夜明け前」— 久保田正文（文芸評論家・新日
本文学会会員）
青山半蔵の立場と思想—「夜明け前とその背景」— 飛鳥井雅道（京大人文科学研究
所助教授・文芸評論家）
【芸術とは何か ?2】　芸術運動と階級闘争の論理について 藤本進治（哲学者）
【わがサークルを語る】　ようやく、サークルらしく 矢沢紳作（黒田精工サークル）
【演劇と生活と】　ひろい世界へでてゆくために—はじめての
観劇は昭和 24 年の「山脈」—
中島リン子（呉羽紡サークル）
【批評研究会の報告】　具体性に欠ける「労働者劇」　　
※関芸「タービン工場」
日中青年大交歓会に参加して　質実なくらし、ひたむきな努
力
花房信夫（大阪労演代表幹事）
第 1 回・大阪働くものの演劇　3 つの提携公演
【私の劇評】　俳優座「ファウスト」 （会員投稿）
【えんぴつ後記】 Ｏ
12 月例会のお知らせ
「日本の幽霊」という芝居 東野英治郎
200 1965 年 12 月 10 日
「日本の幽霊」
俳優座
12 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
日本での再演について 阿部広次
雑感　—私は、私流に— 小山祐士
訪中の感慨　—「日本の幽霊」をもって— 東野英治郎
A・B・C（アトミック・バイオロジー・ケミカル）兵器の幽
霊
松下肇（大阪市大医学部・ＢＣ
Ｗ研究会）
大久野島に忘れられた人たち 根本英一郎（社会新報記者）
小山祐士・その人と作品　瀬戸内海の犯科帳 木村光一（演出家・文学座所属）
【戦後 20 年への視点 3】　モスクワ、プラハからの報告 宮本研（劇作家）
観劇のマナー　お行儀はこれでよいか　　※座談会 井上純一（富士電線・常任幹事）、
岡田文江（事務局長）、ほかサー
クル会員
【批評研究会の報告】　大戯曲の妙味をいかんなく　　
※俳優座「ファウスト」
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【現代のアングル】　「日韓条約」の意図するもの （ＫＯ）
「日韓条約」とその批准に反対し抗議する声明 大阪労演常任幹事会
来年はじめの例会・ほぼ決まる
【私の劇評】　民芸「夜明け前」第二部 （会員投稿）
【えんぴつ】 Ｏ
1 月例会のお知らせ
「郡上の立百姓」の楽しみ 村山知義
201 1966 年 1 月 10 日
「郡上の立百姓」
民芸
1 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
現代的意義を身体で感じて こばやし・ひろし（劇家・劇団
はぐるま）
演出の弁 早川昭二（民芸）
郡上一揆の時代 小山仁示（関大講師）
歴史劇を考える—「郡上の立百姓」におもう— 大橋喜一（劇作家・民芸）
「郡上の立百姓」用語解説
【演劇と生活と】　こばやし・ひろし先生のこと 南村摂夫（呉羽紡績）
新劇の現状とことしの民芸　　※インタビュー 宇野重吉（語る人）、花房信夫（聞
き手）
【わがサークルを語る】　観たり演ったり十余年　わがサーク
ル盛衰記
大交高速天王寺
【批評研究会の報告】　論議・半蔵の性格と演技に集中　
※民芸「夜明け前・第二部」
【現代のアングル】　映画危機の実態 佐藤忠男（映画批評家）
サークル代表者懇談会で活発な討論　多彩な例会でより多く
の仲間を
【私の劇評】　俳優座「日本の幽霊」 （会員投稿）
【えんぴつ】
2 月例会のお知らせ
202 1966 年 2 月 10 日
「おまえにも罪があ
る」
俳優座
2 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
（無題） 安部公房
演出の弁 千田是也
死体のこと 柾木恭介（文芸評論家）
新劇界 =1966 年の課題　現代劇・新劇・観客組織 千田是也（語る人）、花房信夫（聞
き手）
全国労演の概況 1
【現代のアングル】　安泰の道頓堀芝居 吉田留三郎（演芸評論家）
【批評研究会の報告】　戦争のなかの庶民像　　
※俳優座「日本の幽霊」
【演劇と生活と】　私のなかに生きる芝居—いまと昔— 鈴木竜之介（住友生命）
【私の劇評】　民芸「郡上の立百姓」 （会員投稿）
3 月例会のお知らせ
感想 三上勉
203 1966 年 3 月 10 日
「山襞」
文学座
3 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
山襞の人びと 水上勉
「山襞」の上演 木村光一
水上勉小論 湯地朝雄（文芸評論家）
戦中・戦後の 30 年—文学座とともに— 杉村春子（語る人）、花房信夫（聞
き手）
全国労演の概況 2
【演劇と生活と】　演劇—わが道づれ— 林道子（全日空伊丹）
【批評研究会の報告】　作と上演意図における積極性とその結
果　　※民芸「郡上の立百姓」
【現代のアングル】　経済不況の実態と労働者の生活 蕗谷硯児（証券経済研究所員）
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【私の劇評】　俳優座「おまえにも罪がある」 （会員投稿）
5 月例会・紹介　※俳優座「ヒゲの生えた制服」
ヨーロッパを震撼させたケペニック事件 東野英治郎
4 月例会のお知らせ
204 1966 年 4 月 10 日
「セールスマンの死」
民芸
4 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
「セールスマンの死」の上演と演出 菅原卓
作品のイメージ アーサー・ミラー
アーサー・ミラー　人と作品 菅泰男（京大教授）
瀧沢修の演技 清水三郎（演劇評論家・朝日新
聞）
全国労演の概況 3
【現代のアングル】　ミュージカルをめぐって 林光（作曲家）
【「労演の運動」を考える 1】　あるサークルの意識と実態
【批評研究会の報告】　現実の仮面をはぐ舞台　　
※俳優座「おまえにも罪がある」
【私の劇評】　文学座「山襞」 （会員投稿）
【えんぴつ—編集後記—】
緊急のおしらせ　4・5 月は会費 500 円
5 月例会のお知らせ
この芝居は、こういう芝居です 小沢栄太郎
205 1966 年 5 月 10 日
「ヒゲの生えた制服」
俳優座
5 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
御期待あらんことを 小沢栄太郎
「大衆劇」作家　ツックマイヤーとその作品 加藤衛
帝政・共和国・芸術 八木浩（大阪外大助教授）
東野英治郎の演技 清水三郎（演劇評論家）
【「労演の運動」を考える 2】　サークル三つの場合 菅原一郎
【「労演の運動」を考える 2】　批評をもった鑑賞運動へ 芝村篤樹
【批評研究会の報告】　新劇のなかの「山襞」
【現代のアングル】　アメリカにおけるベトナム戦争反対運動 陸井四郎（神戸大学助教授）
1966 年度代表者会議開催
【私の劇評】　民芸「セールスマンの死」 （会員投稿）
6 月例会のお知らせ
日本語で書かれた最も美しい詩劇 南博（一橋大学教授）
206 1966 年 6 月 10 日
「肥前風土記」
青年座
6 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
自註 田中千禾夫
田中千禾夫さんの芝居　そのむつかしさとその芝居 赤岩栄（牧師）
浦上四番崩れについて 小山仁示（関西大学講師）
青年座の体質 清水三郎（演劇評論家）
【「労演の運動」を考える 3】　A 兄への返信 森本景文（大阪労演常任幹事）
【「労演の運動」を考える 3】　いくつかの感想 北口喜一（大阪労演常任幹事）
【現代のアングル】　自戒的テレビ論 徳丸勝博（関西テレビ勤務）
【批評研究会の報告】　「セールスマン」上演に今日の眼を　
※民芸「セールスマンの死」
【私の劇評】　俳優座「ヒゲの生えた制服」 （会員投稿）
幹事会・報告
8 月例会・紹介　※劇団仲間「南ベトナムからの手紙」
7 月例会のお知らせ
アルブーゾフの思い出 泉三太郎
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207 1966 年 7 月 10 日
「私のかわいそうな
マラート」
民芸
7 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
観ていただく前に 若杉光夫
アルブーゾフと民芸 泉三太郎
ソビエト演劇の歴史と現実 野崎韶夫（早稲田大学教授）
【「労演の運動」を考える 4】　本年度代表者会議の報告
【現代のアングル】　観劇術の提唱 野村喬（青山学院大学助教授）
【批評研究会の報告】　快よく笑えた喜劇　　
※俳優座「ヒゲの生えた制服」
【私の劇評】　青年座「肥前風土記」 （会員投稿）
8 月例会のお知らせ
西村晃と私 今村昌平（映画監督）
208 1966 年 8 月 10 日
「チンドン屋でござ
い」
人形劇団プーク・西
村晃
8 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
「黒の劇場」ノート　NO.4 川尻泰司
ピエロについての断想 西村晃
新しい「傀儡子」の群れ 小沢昭一（俳優小劇場）
人形劇団プークのこと 吉川雅勇（人形劇団クラルテ）
【「労演の運動」を考える 5】　座談会・サークルの現実と労
演の課題
サークル会員
1966 年度大阪労演役員名
【批評研究会の報告】　堂々たる「肥前風土記」　　
※青年座公演
【現代のアングル】　ある被爆体験 石田郁夫（ルポライター）
【私の劇評】　民芸「私のかわいそうなマラート」 （会員投稿）
【編集後記】 Ｏ
9 月例会のお知らせ
「たくみ」と「抵抗」と　『菊とかいがら』『書けない黒板』
への期待
人見嘉久彦（劇作家）
209 1966 年 9 月 10 日
「書けない黒板」
関西芸術座
「菊とかいがら」
くるみ座
9 月例会・紹介　キャスト・スタッフ・あらすじ
子供に未来を こばやし・ひろし（「書けない
黒板」作者）
足らずを補って 徳丸勝博（「菊とかいがら」作者）
子供たちの明日は…　　「書けない黒板」の舞台の周辺から 小松徹（関西芸術座演出部）
「教育の正常化」とは何か　　「書けない黒板」の舞台の周辺
から
鈴木祥蔵（関西大学文学部教授）
喜びを感じてもらえる芝居を…　　「菊とかいがら」の舞台
の周辺から
加藤泰（東映監督）
藤ヶ瀬主水の悲劇　　「菊とかいがら」の舞台の周辺から 小山仁示（関西大学文学部講師）
芝居づくり　　関西芸術座・くるみ座のこれまで・これから 岩田直二（関西芸術座演出部）
くるみ座の自己紹介　　関西芸術座・くるみ座のこれまで・
これから
北村英三（くるみ座・役者）
関芸とくるみ座の系列　　関西芸術座・くるみ座のこれまで・
これから
清水三郎（演劇評論家）
【演劇時評】　観劇術・その 1 石沢秀二（「新劇」編集長）
【批評研究会の報告】　愛情の背後まですすみ得ぬ　　
※民芸「私のかわいそうなマラート」
【演劇のなかの生活】　心うばわれた芝居から例会に 井上吾郎（へちまの会）
劇評　ブレヒトの詩と演劇の夕・評 紺屋良一
【私の劇評】　人形劇団プークと西村晃提携公演「チンドン屋
でござい」
（会員投稿）
第 2 回幹事会報告
10 月例会のお知らせ
事故死のヒロイン 関根弘（詩人）
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210 1966 年 10 月 10 日
「アンナ・カレーニ
ナ」
俳優座
10 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
「アンナ・カレーニナ」の歌 長谷川四郎（作家）
「アンナ・カレーニナ」演出メモ補遺 千田是也（演出家）
保留と屈辱 岩田宏（詩人）
「アンナ・カレーニナ」について 原卓也（露文学者）
トルストイ年譜
新帝劇と国立劇場はなにをもたらすか 野村喬（「テアトロ」編集長）
【演劇のなかの生活】　演劇が好きになって 豊田治子（新興出版）
【にゅうす / あれ・これ】
【風信（ステージ）】　口上の芸 好
【批評研究会の報告】　「黒の劇場」の楽しさ　　
※プーク・西村晃「チンドン屋でござい」
【批評研究会の報告】　現実への肉迫（関芸）と史実を借りて
の虚構（くるみ座）　　※関芸「書けない黒板」/ くるみ座「菊
とかいがら」
【風信（ステージ）】　「女性映画」考 潜
【私の劇評】　関芸「書けない黒板」・くるみ座「菊とかいがら」（会員投稿）
第 2 回演劇鑑賞講座概要
11 月例会のお知らせ
211 1966 年 11 月 10 日
「オットーと呼ばれ
る日本人」
民芸
感想 木下順二（劇作家）
11 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
尾崎秀実君の思い出　—国際主義者として、民族主義者とし
ての尾崎—
名和統一（大阪市大教授）
尾崎秀実とその時代　—舞台の周辺—
木下順二の「ドラマ」の問題 津野海太郎（評論会・新日本文
学会員）
【演劇時評】　興行性と革新性　—観劇術・その 2— 石沢秀二（「新劇」編集長）
【風信（ステージ）】 好
【私と演劇と…】　リアリズム演劇を見直す時機 上ノ坊輝也（凸版印刷サークル）
【風信（ステージ）】 潜
受賞にあたって　　※俳優座の東山千栄子氏が文化功労者に 東山千栄子
【私の劇評】　　俳優座「アンナ・カレーニナ」 （会員投稿）
【風信（ミュージック）】 さ
【批評研究会の報告】　「アンナ」絵巻の透視図　
※俳優座「アンナ・カレーニナ」
演劇の魅力とサークルがあることの魅力　地域サークル懇談
会から
67 年初頭をかざる労演 1 〜 3 月例会
12 月例会のお知らせ
ブレヒト・変革の楽しさ 八木浩（ドイツ文学者）
212 1966 年 12 月 10 日
「胆っ玉おっ母とそ
の子供たち」
俳優座
商いの歌（挿入歌）楽譜・歌詞
12 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
千田演出とブレヒト 岩淵達治（学習院大助教授）
ブレヒトの作品への注釈 笠啓一（新日本文学会会員）
レストラン「肝っ玉おっかぁ」をめぐって 野村修（京都大助教授）
岸輝子の庶民性 清水三郎（演劇評論家）
【風信（ステージ）】 好
【私と演劇と…】　小さな心の告白 Ｓ.Ｔ（椿本チェイン）
【観客席】　もっとニュアンスのある運動を 江角孔（阪大サークル）
【風信（スクリーン）】 潜
【私の劇評】　　民芸「オットーと呼ばれる日本人」 （会員投稿）
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【批評研究会の報告】　　「正真正銘」の日本人はとは ?　　
※民芸「オットーと呼ばれる日本人」
大阪労演の現状と課題—中間報告—
【風信（ミュージック）】 さ
アンケートからみた大阪労演の実態
67 年 1 月例会のお知らせ
「瀬戸内海の子供ら」の本質 菅原卓
213 1967 年 1 月 10 日
「瀬戸内海の子供ら」
民芸
1 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
瀬戸内海の子供らの想い出　座談会 小山祐士・田村秋子・菅原卓
【風信（ステージ）】 好
静かなること海のごとし　『瀬戸内海の子供ら』を読んで 向井芳樹（帝塚山短大教授）
【風信（スクリーン）】 潜
新劇運動と鑑賞団体の方向・アンケート 野村喬（「テアトロ」編集長）、
渡辺淳（フランス文学者）、山
崎正和（劇作家）、尾崎宏次（演
劇評論家）、武井昭夫（文芸評
論家）、広末保（法政大教授）、
小場瀬卓三（都立大教授）、石
沢秀二（「新劇」編集長）、茨木
憲（演劇評論家）、大岡欽治（演
劇評論家）、林光（作曲家）、清
水三郎（演劇評論家）
【風信（ミュージック）】 さ
【観客席】　労演らしい会場づくりを 溝渕盾雄（労働金庫）
【私と演劇と…】　演劇を生きる反省としてみる 小場瀬禎（松下労組・高槻）
【私の劇評】　俳優座「肝っ玉おっ母とその子供たち」 （会員投稿）
2 月例会のお知らせ
214 1967 年 2 月 10 日
「シラノ・ド・ベル
ジュラック」
文学座
2 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
座談会　「シラノ・ド・ベルジュラック」の楽しさ 三津田健、杉村春子、小川真由
美、安堂信也
シラノ閑言語 辰野隆
【風信（ステージ）】 好
新劇運動と鑑賞団体の方向・アンケート 宮本研（劇作家）
【風信（スクリーン）】 潜
【私と演劇と…】　対立し、争い、緊張する舞台との関係を 宮脇繁紀（大淀区役所）
【観客席】　見る側の気迫を組織化 渡辺立夫（国鉄労組）
【風信（ミュージック）】 さ
【批評研究会の報告】　ブレヒト劇の大きな収穫　　
※俳優座「肝っ玉お母とその子供たち」
【私の劇評】　民芸「瀬戸内海の子供たち」 （会員投稿）
3 月例会のお知らせ
215 1967 年 3 月 10 日
「千鳥」
俳優座
座談会　「千鳥」の世界 千田是也、田中千禾夫、東野英
治郎、倉林誠一郎（司会）
3 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
田中千禾夫作品年譜
田中戯曲の周辺 斉藤安秀（毎日新聞社学芸部）
【演劇時評】観劇術 3　「千鳥」の観劇術 石沢秀二（「新劇」編集長）
【風信（ステージ）】 好
【私と演劇と…】　わたしはかく観劇する Ｈ・Ｋ生（大阪市立盲学校）
【観客席】　もっと自覚を 若野正太郎（ゼネラル石油労組）
【風信（スクリーン）】 潜
【風信（ミュージック）】 さ
134
号数 発行年月日 目次 執筆者（執筆時の所属）
【批評研究会の報告】　時代の陰影を　　
※民芸「瀬戸内海の子供ら」
【批評研究会の報告】　名訳による「シラノ」　　
※文学座「シラノ・ド・ベルジュラック」
【私の劇評】　文学座「シラノ・ド・ベルジュラック」 （会員投稿）
【演劇運動の再検討 1　われわれの発言—小劇場を拠点にし
て】　劇状況への試行
鈴木忠志（早稲田小劇場）
【演劇運動の再検討 1　われわれの発言—小劇場を拠点にし
て】　発見の会の美学
瓜生良介（発見の会）
【演劇運動の再検討 1　われわれの発言—小劇場を拠点にし
て】　ゲリラの発言
ふじた・あさや（三十人会）
【演劇運動の再検討 1　われわれの発言—小劇場を拠点にし
て】　新劇「運動」と小劇場「運動」
佐藤信（劇団自由劇場）
【文化運動の課題をさぐる 1】　座談会・労働組合の文化活動
とサークル
労演サークル会員、事務局
サークル代表者へのおしらせ
4 月例会のお知らせ
216 1967 年 4 月 10 日
「剣ヶ崎」
俳優小劇場
4 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
立原正秋と「剣ヶ崎」 高井有一（作家・共同通信社記
者）
【風信（ステージ）】 一
ユニークな劇団のユニークな作品 ふじた・あさや（劇団三十人会
文芸演出部）
【風信（スクリーン）】 潜
【風信（ミュージック）】 さ
「俳優小劇場」という劇団—劇団のこれまでとこれから— 小川洋三
【演劇時評】　欅の旗上げについて 石沢秀二（「新劇」編集長）
【世界の演劇】　イギリス現代劇の動向 笹山隆（大阪大学助教授）
【私と演劇と…】　積極的な意味のある演劇を 河野幹雄（流域）
【ろうえん・サークル紙・紹介】　大阪府職社会保険支部文化
部「ろうえん」
【観客席】　演劇から何を学ぶか 伊野宇江（淀中学）
【批評研究会の報告】　刻み込むような劇世界　印象的な舞台
　※俳優座「千鳥」
突き上げるような衝動　　朝鮮公民の「祖国と首領に捧げる
うた」
清水三郎
【私の劇評】　俳優座「千鳥」 （会員投稿）
【演劇運動の再検討 2　われわれの発言—若い演劇世代から】
　新劇についての断片
高山図南雄（演劇座）
【演劇運動の再検討 2　われわれの発言—若い演劇世代から】
　「弁解的な態度」との断絶
津野海太郎（六月劇場）
【演劇運動の再検討 2　われわれの発言—若い演劇世代から】
　試みの視点
堀内博（演劇集団「変身」）
【演劇運動の再検討 2　われわれの発言—若い演劇世代から】
　もっとストイックな我慢を
大島勉（演劇評論家）
【文化運動の課題をさぐる 2】　座談会・文化活動の創造性と
その条件
労演サークル会員、事務局
入場税問題についての報告　券面課税方式にもとづく入場税
の更正に対し大阪・神戸・京都労演が異議申立て
5 月例会のお知らせ
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217 1967 年 5 月 10 日
「ヴィシーでの出来
事」
民芸
「フォー・シーズン」
民芸
5 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ　
※アーサー・ミラー「ヴィシーでの出来事」
「ヴィシーでの出来事」について アーサー・ミラー
アーサー・ミラー年譜
【風信（ステージ）】 一
アーサー・ミラーの意識と「ヴィシーの出来事」 栗駒正和（関西大学教授）
【風信（スクリーン）】 潜
5 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ　
※ウェスカー「フォー・シーズン」
ウェスカーの求めるもの 小田島雄志（東大助教授）
【演劇時評】観劇術 4　　作品と劇場 石沢秀二（「新劇」編集長）
【世界の演劇・西ドイツ】　過去は克服されたか 八木浩（大阪外国語大助教授）
【私と演劇と…】　人生と演劇 Ｓ・Ｙ生（うま）
【風信（ミュージック）】 さ
【ろうえん・サークル紙・紹介】　城東区役所演劇研究サーク
ル「ＪＥＣ」
【観客席】　「労演」とは ? Ｎ・Ｓ（登美丘）
【批評研究会の報告】　『剣ヶ崎』の積極性と閉鎖性　
※俳優小劇場「剣ヶ崎」
【私の劇評】　　俳優小劇場「剣ヶ崎」 （会員投稿）
【演劇運動の再検討 3　映画・音楽・美術・文学と演劇との
かかわり】　人材の大胆な交流
佐藤忠男（映画評論家）
【演劇運動の再検討 3　映画・音楽・美術・文学と演劇との
かかわり】　表現の可能性への姿勢
朝倉摂（画家）
【演劇運動の再検討 3　映画・音楽・美術・文学と演劇との
かかわり】　プロ芸術家の問題
笠啓一（文学評論家）
【演劇運動の再検討 3　映画・音楽・美術・文学と演劇との
かかわり】　「新劇」に限ったことではないことをとりあえず
「新劇」に託して述べる
林光（作曲家）
【文化運動の課題をさぐる 3】　座談会・現状と対決する演劇
サークルの創造
労演サークル会員、事務局
6 月例会のお知らせ
218 1967 年 6 月 10 日
「追究」
俳優座
6 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
「追究」の上演にあたって 千田是也
「追究」とヴァイスの立場 北見透（中央大学講師）
ユダヤ人の歴史とナチスの迫害 土井正興（専修大学助教授）
【風信（ステージ）】 一
【風信（ステージ）】の記事に応えて 宇野重吉
サークル誌・交流会からの報告
【演劇時評】観劇術・5　　木下順二の全体戯曲 石沢秀二（「新劇」編集長）
【世界の演劇・東ドイツ】　ドイツ民主共和国の演劇にみる社
会主義
八木浩（大阪外国語大学助教授）
【私と演劇と…】　新劇の楽しさ Ｍ・Ｔ子（三菱電機伊丹）
【風信（スクリーン）】 潜
【私の劇評】　　民芸「ヴィシーでの出来事」 （会員投稿）
【演劇運動の再検討 4　演技者からの視点】　まず人間の問題
を
山本学（新人会）
【演劇運動の再検討 4　演技者からの視点】　「百花斉放」の
中で
入江洋佑（三期会）
【演劇運動の再検討 4　演技者からの視点】　俳優研究所とい
う物
森塚敏（青年座）
【風信（ミュージック）】 さ
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【文化運動の課題をさぐる 4】　座談会・歌は何を変え得るか 労演サークル会員、労音事務局
幹事会からのお願い　全サークルの努力で会員拡大を
7 月例会のおしらせ
219 1967 年 7 月 10 日
「白い夜の宴」
民芸
7 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
木下順二素描　ここから抜け出さなければ生きてはいられな
い
清水三郎（演劇評論家）
【風信（ステージ）】 一
時代的背景
転向の問題　　現代の転向と責任—「白い夜の宴」の舞台の
なか・そと
石田郁夫（ルポライター）
【風信（スクリーン）】 潜
歴史経験のきびしい試錬　　現代の転向と責任—「白い夜の
宴」の舞台のなか・そと
山田宗睦（桃山学院大学助教授）
【風信（ミュージック）】 さ
【演劇時評】　笑いの評価 笠啓一（文芸評論家）
9 月例会のお知らせ　　※合同公演「ミステリヤ・ブッフ」
【批評研究会の報告】　　民芸「ヴィシーでの出来事」・
「フォー・シーズン」
【私の劇評】　民芸「フォー・シーズン」 （会員投稿）
【私の劇評】　俳優座「追究　アウシュビッツの歌」 （会員投稿）
【演劇運動の再検討 5】　私の発言　「映画・美術・文学・音
楽と演劇とのかかわり」にふれて
福田善之（劇作家）
【文化運動の課題をさぐる 5】　座談会・映画運動の変革のイ
メージとは
労演サークル会員
1967 年度代表者会議・開催
8 月例会のおしらせ
「政商伝」について 岩田直二
220 1967 年 8 月 10 日
「政商伝−岩崎弥太
郎」
関西芸術座
8 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
多田俊平の歩んだ道 大岡欽治（演劇評論家）
【風信（ステージ）】 一
岩崎弥太郎と現代の「三菱」—「政商」から「国家独占資本
主義」へ
奥村宏（龍谷大学講師）
【風信（スクリーン）】 潜
直情径行の青年・関芸 阿部好一（毎日新聞記者）
【風信（ミュージック）】 さ
政商伝用語解説
【私と演劇と…】　　感動のふかみ 翠園
【観客席】　労演の舞台はなぜ面白くないのか Ｆ・Ｉ（東洋棉花）
【演劇時評】　運動の端緒 笠啓一（文芸評論家）
【世界の演劇　アメリカ】　さいきんのアメリカ劇界 木村光一（文学座演出家）
1967 年大阪労演新役員
【批評研究会の報告】　すぐれた戯曲と舞台　　
※俳優座「追究」
【私の劇評】　　民芸「白い夜の宴」 （会員投稿）
【演劇運動の再検討 6】　運動ごっこ 内田栄一（劇作家）
【文化運動の課題をさぐる 6】　座談会・情宣活動にいま何が
必要か
労演サークル会員
9 月を機に、組織拡大ととりくもう
9 月例会のおしらせ
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221 1967 年 9 月 10 日
「ミステリヤ・ブッ
フ−奇想天外神聖喜
歌劇」
東京青年合同
9 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
お祭り芝居として 千田是也（演出家）
「私自身」（自伝） マヤコフスキー
劇中歌「帆げたにのって」楽譜
革命という洗濯女 関根弘（詩人）
【風信（ステージ）】 一
つまんで二で割る—長谷川四郎の脚色— 柾木恭介（文芸評論家）
【風信（スクリーン）】 潜
【演劇時評】　「もじり」の指向性 笠啓一（文芸評論家）
【私と演劇と…】　明日の舞台を追い続けて Ｈ生（くろがね）
【風信（ミュージック）】 さ
【世界の演劇　イタリア】　ピッコロ・テアトロ—戦後のイタ
リア演劇—
代久二（桃山学院大学助教授）
【批評研究会の報告】　仮面をはぎきれない現実　　
※民芸「白い夜の宴」
【私の劇評】　関西芸術座「政商伝」 （会員投稿）
サークル誌めぐり・から　　日常の小さな討論の場が武器に
なる
【演劇運動の再検討 7】　存在・時間・空間・ヴェトナム 宮本研（劇作家）
俳優座こども劇場「森は生きている」を了えて
本年度代表者会議の報告　　運動の流れを、さらに大きく内
容ゆたかに
11 月例会のおしらせ　　※民芸「汚れた手」
10 月例会のおしらせ
例の如き前口上 小沢栄太郎
222 1967 年 10 月 10 日
「クルヴェット天か
ら舞いおりる」
俳優座
10 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
前口上につづく前口上 小沢栄太郎
フェードとブゥルヴァール演劇 和田誠一（フランス演劇研究家）
【風信（ミュージック）】 さ
演劇の笑いについて 飯沢匡
【風信（ステージ）】 一
【演劇時評】　現代におけるアジプロ演劇の可能性 笠啓一（文芸評論家）
【私と演劇と…】　自分の位置を忘れない舞台を Ｉ・Ｋ（生野区役所）
【風信（スクリーン）】 潜
【世界の演劇　フランス】　最近のパリの芝居を見て 渡辺浩子（民芸演出家）
【観客席】　彼らは「役者」である たまい（岸城Ｃ）
【演劇運動の再検討 8】　慣れ合いの季節を逃れて 木村光一（演出家）
【文化運動の課題をさぐる 7】　座談会・文学状況と専門化の
問題
労演サークル会員、事務局
【批評研究会の報告】　関西芸術座「政商伝」・合同公演「ミ
ステリヤ・ブッフ」
【私の劇評】　合同公演「ミステリヤ・ブッフ」 （会員投稿）
12 月例会は俳優座「どれい狩り」
11 月例会のお知らせ
「汚れた手」劇団民芸の上演に期待する 佐藤朔（慶応大学教授）
223 1967 年 11 月 10 日
「汚れた手」
民芸
11 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
「汚れた手」が問いかけたもの 小島輝正（神戸大学教授）
【風信（ステージ）】 一
サルトルの矛盾 矢内原伊作（同志社大学教授）
【風信（ミュージック）】 さ
対談　「汚れた手」その思想と戯曲の面白さ 白井健三郎（学習院大学助教
授）、大橋喜一（民芸文芸部）
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【演劇運動の再検討 10】　労演についての雑感 森秀男（東京新聞文化部記者）
【風信（スクリーン）】 潜
【演劇時評】　「新」劇「運動」について 佐藤信（劇作家・自由劇場）
【世界の演劇　南ヴェトナム」　少年兵とギター 岡村昭彦（報道写真家）
【文化運動の課題をさぐる 8】　新しい映画状況における観客 奈良義己（草月実験映画祭プロ
デューサー）
【観客席】　新劇はなぜ面白くないのか 松本芳雄（ＧＫＣ）
【私と演劇と…】　労働者を正面から題材にしたもの Ｙ・Ｋ（国鉄天王寺車掌区）
【私と演劇と…】　ハッとするような劇を 吉田宏（日新製鋼大阪支社）
【私の劇評】　俳優座「クルヴェット天から舞いおりる」 （会員投稿）
第 2 回幹事会報告　　来年度の例会・これからの活動
1・2・3 月例会のお知らせ
12 月例会のお知らせ
224 1967 年 12 月 10 日
「どれい狩り」
俳優座
12 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
対談　改訂版「どれい狩り」をめぐって 安部公房、千田是也
「どれい狩り」改演について 野村喬（演劇評論家）
【風信（ステージ）】 一
安部公房における「現存在」と「非存在」 湯地朝雄（文芸評論家）
【風信（スクリーン）】 潜
【風信（ミュージック）】 さ
【演劇運動の再検討 10】　今日の新劇運動の意味—「演劇運
動再検討」の各論を読んで—
千田是也
【演劇時評】　批評・小劇場 佐藤信（劇作家・自由劇場）
【世界の演劇　チェコスロバキア】　チェコの演劇 栗栖継（チェコ文学者）
【文化運動の課題をさぐる 9】　感想ひとつふたつ—「文化運
動の課題をさぐる」を読んで—
大沢真一郎（国民文化会議事務
局）
劇評　劇団未来創立 5 周年記念公演「金魚修羅記」 尾崎信
劇評　大阪文化祭第 5 回新劇合同公演「零余子」 阿部好一
【観客席】　たくさんの心をゆすぶるものを やまと（市立図書館）
【私の劇評】　民芸「汚れた手」 （会員投稿）
2・3 月例会のおしらせ
68 年 1 月例会のお知らせ
東野と杉村の共演 茨木憲（演劇評論家）
225 1968 年 1 月 10 日
「薔薇よりも孔雀だ」
文学座
1 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
雑感 小山祐士
【風信（ミュージック）】 さ
時代にたいする詩人の対決 木村光一
【風信（スクリーン）】 潜
木村光一論 宮本研
時代の情況で考えることを 東野英治郎
熱気たちこめる稽古場から 杉村春子
文学座の命脈を探る—東野・杉村の顔合せから— 清水三郎
【演劇時評】　摩擦するもの、しないもの 小田島雄志
【世界の演劇　ポーランド】　ムロージェックのこと 米川和夫
【批評研究会の報告】　俳優座「クルヴェット天から舞いおり
る」、民芸「汚れた手」、俳優座「どれい狩り」
【私の劇評】　俳優座「どれい狩り」 （会員投稿）
【プロンプター】　舞台との対話 Ｒ・Ｒ（椿本チェーン）
第 3 回幹事会報告　運動体としての労演のあり方を討議
2 月例会のお知らせ
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226 1968 年 2 月 10 日
「ヴェニスの商人」
民芸
2 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
【風信（ステージ）】 Ａ
「ヴェニスの商人」 笹山隆
現代から見たシェイクスピア 小田島雄志
小さな同志 米倉斉加年
西高東低の空 樫山文江
【風信（マスコミ）】 ＬＭＱ
【大阪労演 20 年の歩みから 1】大阪労演発足の条件と情況 岡田文江
【演劇時評】　するどい「ことば」の芸術 津野海太郎
【世界の演劇　朝鮮】　対照的な南北の演劇事情 辛基秀
【私の劇評】　文学座「薔薇より孔雀だ」 （会員投稿）
全国労演第 3 回活動者交流会報告　労演運動の質的発展を課
題にして
第 4 回幹事会報告　当面の活動スケジュールと方針
4 月・5 月・6 月例会のお知らせ
【プロンプター】　会員歴 10 年以上の 2 人の会話 奥野・河村（大阪市水道局）
3 月例会のお知らせ
227 1968 年 3 月 10 日
「三人姉妹」
俳優座
3 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
一言、そしてお願い 小沢栄太郎
【風信（スクリーン）】 潜
「三人姉妹」について 佐藤清郎
「三人姉妹」の人たち 斉藤安秀
チェホフに学んだこと 河内桃子
素晴らしい役 岩崎加根子
【風信（ミュージック）】 さ
「モスクワへ !」 栗原小巻
【大阪労演 20 年の歩みから 2】　きびしい情勢のなかで突き
あたった問題と活動—50・51 年のときのこと—
岡田文江
【演劇時評】　否定するものしないもの 小田島雄志
【世界の演劇　ノルウェー】　「ペールギュント」の演出とビョ
ルネビョーの新作
毛利三彌
【私の劇評】　民芸「ヴェニスの商人」 （会員投稿）
【プロンプター】　事実に基いて物事をみていこう—A 氏の前
進座「長十郎問題」に寄せて—
関口晃宏（大阪市教組中央支部）
「代表者懇談会」の報告　会員の浮動は何を語っているか ?
5 月・6 月例会のお知らせ
4 月例会のお知らせ
228 1968 年 4 月 10 日
「友達」
青年座
「坂本龍馬について
の一夜」
青年座
4 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
予感　　※「友達」 安部公房
客席　　※「友達」 今井和子
【風信（ステージ）】 一
武井昭夫の批評　　※「友達」 石沢秀二
劇中歌「友達のブルース」　　※「友達」 安部公房（作詞）
「坂本龍馬についての一夜」について　　※「坂本龍馬につ
いての一夜」
八木柊一郎
八木君の坂本龍馬について　　※「坂本龍馬についての一夜」大橋喜一
【大阪労演 20 年の歩みから 3】　5 千名をこすまでの仕事と
労演のあり方での討論のこと
岡田文江
【風信（マスコミ）】 ＬＭＱ
【演劇時評】　生活するもの、しないもの 小田島雄志
【世界の演劇　キューバ】　伝統への愛情と前衛への熱意が交
錯しているところ
羽仁進
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【私の劇評】　俳優座「三人姉妹」 （会員投稿）
【プロンプター】　私達はあまりにも安易に劇を観すごしては
いないか
谷川静子（大正海上）
大阪労演特別鑑賞会のおしらせ　
※前進座「棒しばり」「佐倉義民伝」
サークル懇談会開催のおしらせ　どうすれば労演がしっかり
と良くなるか
6 月例会のお知らせ　　※俳優座「ベトナム討論」
5 月例会のお知らせ
229 1968 年 5 月 10 日
「美しきものの伝説」
文学座
5 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
含羞と破廉恥 岩淵達治（演出家・新人会）
【風信（スクリーン）】 潜
美しき「大正」よ　伊藤野枝と松井須磨子 秋山清（詩人）
「現代新劇論」としての「美しきものの伝説」について 佐藤信（演出家・自由劇場）
宮本研についての断想 高山図南雄（演出家・演劇座）
劇中歌「鎮魂歌」「マガイイソング」「カチューシャの歌」
【大阪労演 20 年の歩みから 4】　労演の自主的な歩みと会場
難の問題
岡田文江
【演劇時評】　革命運動の伝説とはなにか 佐伯隆幸（六月劇場演出部）
【風信（ミュージック）】 さ
【私の劇評】　青年座「友達」 （会員投稿）
【私の劇評】　青年座「坂本龍馬についての一夜」 （会員投稿）
【プロンプター】　舞台と各席とのつながりをもっと強く 槌賀孝子（朝日放送）
【批評研究会の報告】　　※文学座「バラよりも孔雀だ」、民
芸「ヴェニスの商人」、俳優座「三人姉妹」
大阪労演・鑑賞講座開催のお知らせ　新劇の歴史と現在を知
るために
6 月例会のお知らせ
230 1968 年 6 月 10 日
「ベトナム討論」
俳優座
6 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
ヴァイスの「ベトナム討論」 岩淵達治（演出家）
記録とアジ・プロ 石黒英男（評論家・中央大講師）
【風信（ステージ）】 ＳＫ
ベトナム反戦運動の新しい質 吉川勇一（ベ平連事務局長）
「ベトナム討論」を演じて 山本圭
南ヴェトナム解放区の文化創造運動 岡村昭彦（報道写真家）
ベトナムにおける民族解放闘争の伝統 川本邦衛
【風信（マスコミ）】 ＬＭＱ
【大阪労演 20 年の歩みから 5】　ふたたび会場問題に沿いな
がら
岡田文江
【プロンプター】　観る前のベトナム「討論」 二宮啓（「渇望」同人）
【私の劇評】　文学座「美しきものの伝説」 （会員投稿）
【演劇時評】　演劇運動の展開のためのふたつの試み—「ウェ
スカー 68」と「演劇センター 68」—
津野海太郎
7 月例会のお知らせ
大橋・早川コンビへの期待 茨木憲（演劇評論家）
231 1968 年 7 月 10 日
「ゼロの記録」
民芸
7 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
なんのために芝居を書くのか ? 大橋喜一
大橋さんのなかの重みというものについて 八木柊一郎（劇作家・青年座）
憲法第九条のユートピア—梅本、鶴見両氏の所説にふれて— いいだもも（評論家）
【風信（スクリーン）】 潜
【大阪労演 20 年の歩みから 6】　わかる芝居・わからない芝
居
岡田文江
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【世界の演劇】　ソヴェトから東ドイツへの旅 観世栄夫（演出家）
【風信（ミュージック）】 さ
【批評研究会の報告】　※青年座「友達」「坂本龍馬について
の一夜」・文学座「美しきものの伝説」
【私の劇評】　俳優座「ベトナム討論」 （会員投稿）
第 5 回・第 6 回幹事会報告
【プロンプター】　観てからのベトナム「討論」 安倉一郎（鑑賞と批評の会）
1968 年度大阪労演役員改選についてのお知らせ
8 月例会のお知らせ
232 1968 年 8 月 10 日
「新劇寄席「こい」」
俳優小劇場
「新劇寄席「榎物語」」
俳優小劇場
「新劇寄席「ろば」」
俳優小劇場
「オイディプス王」
俳優小劇場
8 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
俳優小劇場のレパトリーについて 早野寿郎
基本芸　　※「新劇寄席」 田中千禾夫（劇作家）
上方を慕う　　※「新劇寄席」 小沢昭一
エンジンは始動したであろうか　　※「新劇寄席」 小林昭二
【風信（ステージ）】 ＳＡ
寄席古今東西　　※「新劇寄席」 吉田留三郎（評論家）
オイディプス王について　　※「オイディプス王」 呉茂一
男の原型オイディプース 小山田宗徳
【大阪労演 20 年の歩みから 7】　各地の状況と大阪労演の 10
年目
岡田文江
【演劇時評】　新劇運動と観客 斎藤憐（劇作家・自由劇場）
【劇評】　ぼく自身のウェスカー　　6 月劇場「かれら自身の
黄金の都市」
阿部好一（新聞記者）
【プロンプター】　討論以前 北村実（Ｎ製鋼）
1968 年度代表者会議 1　当面する困難は何か
【私の劇評】　民芸「ゼロの記録」 （会員投稿）
大阪労演特別鑑賞会　「モスクワ芸術座の夕べ」概要
9 月例会のお知らせ
233 1968 年 9 月 10 日
「おりん口伝」
関西芸術座
9 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
大阪公演に寄せて 松田解子
演出者の口伝 道井直次
黎明期の鉱山労働運動 小山仁示
【風信（スクリーン）】 潜
作曲に就いて 本田周司
よね役と私の体重 広野みどり
田舎の季感 田端猛雄
児童劇で得たものを 綿岡好枝
【風信（ミュージック）】 さ
【大阪労演 20 年の歩みから 8】　時代とともにより複雑に 岡田文江
【批評研究会の報告】　　※俳優座「ベトナム討論」、民芸「ゼ
ロの記録」
【私の劇評】　　俳優小劇場「新劇寄席」・「オイディプス王」（会員投稿）
1968 年度代表者会議 2　創造者との間に問題意識の交流と
連帯を
1968 年度大阪労演役員名
第 1 回・第 2 回幹事会報告
10 月・11 月・12 月例会のお知らせ
10 月例会のお知らせ
234 1968 年 10 月 10 日
「斬られの仙太」
民芸
10 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
「斬られの仙太」の上演 宇野重吉
初演当時のこと 松本克平（俳優座・俳優）
【風信（マスコミ）】 ＬＭＱ
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剛直な思念 谷沢永一（関西大学教授）
水戸天狗党の乱 小山仁示（関西大学講師）
【今月の話題】　「ウェスカー 68」のこと
大阪労演 20 周年記念例会のおしらせ 1
【プロンプター】　入会金値上げなぜ必要 ? 岡田
【演劇雑誌紹介】 金田
関芸「おりん口伝」のことを聞く　　純粋さとくさ味と 清水三郎、毛利昭義（聞き手）
【私の劇評】　関西芸術座「おりん口伝」 （会員投稿）
大阪労演鑑賞講座・概要
大阪労演部会日誌
編集室から
11 月例会のお知らせ
235 1968 年 11 月 10 日
「ペール・ギュント」
青年座・新人会・俳
優小劇場合同
11 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
神と自我と詩 田中千禾夫
イプセンについて 毛利三弥（成城大学講師）
グリークの「ペール・ギュント」　イプセンの「ペール・ギュ
ント」
由良一夫（作曲家）
【大阪労演 20 年の歩みから 9】　座談会・前の 10 年と後の
10 年　
労演サークル会員、事務局
【風信（スクリーン）】 潜
大阪労演 20 周年記念例会のおしらせ 2
69 年 2 月例会のお知らせ
【今月の話題】　月曜劇場のこと 菊川徳之助（関西青年劇場）
【演劇雑誌紹介】
【批評研究会の報告】　※俳優小劇場「新劇寄席」「オイディ
プス王」、関西芸術座「おりん口伝」
10 月例会のことを聞く　戯曲「斬られの仙太」と民芸の舞
台
斉藤安秀（毎日新聞学芸部）、
金田保子（聞き手）
【私の劇評】　民芸「斬られの仙太」 （会員投稿）
第 3 回幹事会報告
大阪労演部会日誌
12 月例会のお知らせ
236 1968 年 12 月 10 日
「コーカサスの白墨
の輪」
俳優座
12 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
ブレヒトと「コーカサスの白墨の輪」 千田是也
十年目のブレヒト劇　わがブレヒトソングについての中間報
告・第 2
林光（作曲家）
劇中歌「コーカサスの白墨の輪」楽譜
ファシズムの時代から「コーカサスの白墨の輪」へ 八木浩（大阪外大教授）
新劇 1968　演出の年　目立つ中堅劇団の沈滞 佐藤忠男（評論家）
新劇 1968　創造主体はどこに ?　　1968 年の大阪新劇 道井直次（演出家・関西芸術座）
【プロンプター】提言二つ　　形式的でない多様な研究会を 脇田和子（Ｋ金属）
【プロンプター】提言二つ　　運動としての質を生み出すた
めに
斎田優子（Ｔ中学）
【風信（ミュージック）】 さ
11 月例会のことを聞く　「ペール・ギュント」の上演意義と
その演出
辻部政太郎、森田博（聞き手）
【私の劇評】　新人会・青年座・俳優小劇場「ペール・ギュント」（会員投稿）
【批評研究会の報告】　民芸「斬られの仙太」
大阪労演部会日誌
1 月例会のお知らせ
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237 1969 年 1 月 10 日
「イルクーツク物語」
民芸
1 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
初演から三演へ　「イルクーツク物語」について 早川昭二
現代ソ連演劇の潮流—「イルクーツク物語」上演によせて— 泉三太郎
ワーリャとわたし 奈良岡朋子
【大阪労演 20 年の歩みから・続 1】　自主企画例会と批評運
動の強化
岡田文江
労演 20 年　大阪労演発足まで 大岡欽治
【今月の話題】　ウェスカーに関連して　昨年暮れの新劇公演 岩田直二（演出家・関西芸術座）
【プロンプター】運動・再説　　運動についての討論の場を
設けよ
中村勉（中央電報局）
【プロンプター】運動・再説　　芝居をみること・サークル
のこと
堀内義章（Ｓ電機）
全国労演第 4 回活動者会議の報告 Ｆ
【風信（ステージ）】 一
12 月例会のことを聞く　反抗と希望の劇・「コーカサスの白
墨の輪」
野村修（京都大学助教授）
【私の劇評】　俳優座「コーカサスの白墨の輪」 （会員投稿）
大阪労演部会日誌
幹事会から会員諸兄へ　サークルを基礎に、新しい発展を
【編集室から】
2 月例会のお知らせ
「黒の劇場」讃 茨木憲
238 1969 年 2 月 10 日
「人形日本風土記・
蒸発した猿まわし」
人形劇団プーク・三
木のり平
2 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
民俗と民族と現代 川尻泰司
茨の道への小さな花束—プークの 40 年に— 八田元夫（演出家・劇団東演）
無名の俳優 芳川雅勇（人形劇団クラルテ・
俳優）
三木のり平さん 小沢昭一（俳優小劇場）
【大阪労演 20 年の歩みから・続 2】　情況の急激な変化・全
国労演の結成
岡田文江
【風信（マスコミ）】 ＬＭＱ
【今月の話題】　「大阪労演」20 周年を迎えて　転形期におけ
る一つの「試金石」として、回顧と展望
辻部政太郎（神戸大教授・前関
西実験劇場代表理事）
【プロンプター】　かなり満足だが…私と労演 山田節雄（市職）
【プロンプター】　子どもたちに楽しい芝居を 三野久子（枚方四中）
労演 20 年　20 周年おめでとう 金子成男（元代表幹事）
【批評研究会の報告】　新人会・青年座・俳優小劇場「ペール・
ギュント」、俳優座「コーカサスの白墨の輪」
1 月例会のことを聞く　素直で人間的な共感 中西武夫（演出家・朝日テレビ）
【私の劇評】　民芸「イルクーツク物語」 （会員投稿）
大阪労演部会日誌
大阪労演 3 月例会のお知らせ
239 1969 年 3 月 10 日
「おさえればとまる
アルトゥロ・ウィの
栄達」
俳優座
3 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
演出雑記 千田是也
「ウイ」の翻訳 長谷川四郎
【ひとりごと】　舞台監督の楽屋裏 塩見哲
ヒトラーの政権掌握と「アルトゥロ・ウイの栄達」 山口定
【大阪労演 20 年の歩みから・続 3】　会員の増減巾ひろがる
　1964 年以後の状況
岡田文江
労演 20 年　大阪労演の果した役割 三好康夫（関西芸術座）
【今月の話題】　映画「沖縄列島」からの報告 前田勝弘（助監督）
【プロンプター】　3 年半の体験から 山本勝（尼崎化学工場）
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【風信（スクリーン）】　「キューバの恋人」と「沖縄列島」 Ｃ・Ｃ
2 月例会プーク公演評　意欲的で新鮮な着想　　
※「人形日本風土記」「蒸発した猿まわし」
向井芳樹（帝塚山学院大学助教
授）
【私の劇評】　人形劇団プーク「人形日本風土記」「蒸発した
猿まわし」
代表者会議の報告　明確な運動意識をもって
大阪労演部会日誌
大阪労演 20 周年記念 4 月例会のお知らせ
240 1969 年 4 月 10 日
「女の一生」
文学座
4 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
「女の一生」補訂稿について 戌井市郎
【ひとりごと】　「栄二」役との出会い 北村和夫
森本薫と「女の一生」 加藤新吉（文学座文芸部）
「けい」を演じて 杉村春子
完成した多様性　杉村春子さんについて 人見嘉久彦（劇作家）
【大阪労演 20 年の歩みから・続 4】　自立演劇と大阪労演（上）尾崎信
【今月の話題】　今日の新劇と劇団制その 1 石沢秀二（演劇評論家）
【プロンプター】　　近代化路線粉砕 ! 井上淳一（大阪府職）
労演 20 年　ひとしおの感慨 北尾卓次（元常任幹事・機関誌
担当）
【批評研究会の報告】　民芸「イルクーツク物語」・プーク「人
形日本風土記」「蒸発した猿まわし」
Ｆ
野村さんへの手紙—「コーカサス」の音楽にふれて
3 月例会俳優座公演評　　「ウイ」と「ヒットラー」をつな
ぐもの　　※「おさえればとまるアルトゥロ・ウイの栄達」
池田浩士（京都大学講師）
【私の劇評】　俳優座「おさえればとまるアルトゥロ・ルイの
栄達」
（会員投稿）
大阪労演部会日誌
本年度代表者会議を前にして会員諸兄へ　　会費と入会の問
題について
岡田
5 月例会のお知らせ
241 1969 年 5 月 10 日
「炎の人」
民芸
5 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
三好のこと・「炎の人」のこと 村山知義
【ひとりごと】 清水将夫
「炎の人」初演のころ 片岡大陸
三好十郎について 湯地朝雄（文芸評論家）
ヴァン・ゴッホの絵とその時代 永井潔（画家）
【大阪労演 20 年の歩みから・続 5】　自立演劇と大阪労演（中）尾崎信
【風信】　「難波宮址」を守ろう 晃
【今月の話題】　今日の新劇と劇団制その 2 石沢秀二（演劇評論家）
【プロンプター】　批評活動の充実を 清水昭治（関学社会学部）
労演 20 年　拍手を労演に 中西武夫（演出家・朝日テレビ）
大阪労演 20 周年記念・大阪自立演劇合同公演「怒りのウィ
ンチ」概要
4 月例会のことを聞く　さらに別な女の一生を見つめるため
に
港野喜代子（詩人）
【私の劇評】　文学座「女の一生」 （会員投稿）
大阪労演部会日誌
第 6 回幹事会報告
6 月例会のお知らせ
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242 1969 年 6 月 10 日
「自由少年」
俳優座
6 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
星の移り変り 田中千禾夫
「自由少年」について　※対談 千田是也・増見利清
【ひとりごと】　「自由少年」たちのわかさあふれる歌と踊り 石井歓（作曲家）
劇中歌「花の幻」「ボムボム節」
大阪労演 20 周年記念・大阪自立演劇合同公演「怒りのウィ
ンチ」概要
合同公演への期待　合同公演を成功させよう 大島一晃（大阪労演代表幹事）
合同公演への期待　私のねがう演劇 仲武司（関西芸術座）
【大阪労演 20 年の歩みから・続 6】　自立演劇と大阪労演（下）尾崎信
【風信】　京都市交響楽団のこと さ
【批評研究会の報告】　※俳優座「おさえればとまるアルトゥ
ロ・ウイの栄達」・文学座「女の一生」
【劇評】　「支配民族の私生活」　月曜劇場合同公演
5 月例会のことを聞く　過渡期に生きたゴッホ 山田宗睦（桃山学院大学教授）
大阪労演部会日誌
【私の劇評】　民芸「炎の人」 （会員投稿）
1969 年度代表者会議を成功させよう　例会と組織活動の問
題を重点に
7 月例会のおしらせ
243 1969 年 7 月 10 日
「盟三五大切」
青年座
7 月例会・紹介　スタッフ・キャスト・あらすじ
改作・演出の記 石沢秀二
「盟三五大切」に寄せて 今尾哲也（玉川大学助教授）
【独言】 朝倉摂
伝統演劇から摂取するもの ふじた・あさや（劇作・演出家、
劇団三十人会）
【大阪労演 20 周年の歩みから・続 7】　座談会・自立演劇の
歩みと現状
尾崎信（司会）、中谷稔（大阪
府職）、長谷川伸二（全電通）
労演 20 年　発足当時の頃 西村政男（塩野義製薬杭瀬サー
クル代表者）
【今月の話題】　大学問題が問いかけているもの 中岡哲郎（神戸外大講師）
【劇評】　大阪協同劇場「ベトナムを見ている」・関西芸術座「花
咲くチェリー」・テアトロ Q「愛の伝説」
大岡欽治
働くものの権利をうたう—「怒りのウィンチを見て」 道井直次（関西芸術座）
【演劇関係・良書紹介】　尾崎宏次『戦後演劇の手帖』 辻部政太郎（大阪経済大学教授）
【批評研究会の報告】　民芸「炎の人」
大阪労演部会日誌
6 月例会のことを聞く　明晰で鮮やかな舞台 森川達也（文芸評論家）
【私の劇評】　俳優座「自由少年」 （会員投稿）
第 7 回全国労演総会の報告　「大衆的で、強く、大きな全国
20 万労演をつくろう」
Ｉ
8 月例会のおしらせ
244 1969 年 8 月 10 日
「無頼官軍」
民芸
8 月例会・紹介　　キャスト・スタッフ・あらすじ
「無頼官軍」余談—ある客との対談— 穂積純太郎
「ゼロの記録」から「無頼官軍」まで—私たちの「歴史」とは— 早川昭二
【独言】　わが友・穂積純太郎 伊馬春部（劇作家）
相楽総三らと偽官軍 芳賀登（大阪教育大助教授）
【今月の話題】　万国博と芸術の問題 針生一郎（新日本文学会会員・
美術評論家）
【大阪労演 20 周年の歩みから・続 8】　創る側と観る側の真
剣な対話を
岡田文江
労演 20 年　「造反有理」 岩田直二（関西芸術座）
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【風信】　忘れられた「やぎの箱」 ＬＭＧ
青年座「盟三五大切」評　見ごたえのある舞台 吉田留三郎（演芸評論家）
大阪労演部会日誌
【演劇関係良書紹介】　エルンスト・フィッシャー『芸術はな
ぜ必要か』
辻部政太郎（大阪経済大学教授）
【私の劇評】　青年座「盟三五大切」 （会員投稿）
本年度「代表者会議」の報告
1969 年度役員名
代表者会議に参加して　新劇団と労演にのぞむこと 宮脇繁紀（大淀区役所サークル）
代表者会議に参加して　サークルの場で「批評」を考える 研谷芳孝（阿倍野職安サークル）
後記
9 月例会のおしらせ
245 1969 年 9 月 10 日
「仏さわぎ」
関西芸術座
「常陸坊海尊」
演劇座
9 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
大阪の作家たちと東川君　　※関西芸術座「仏さわぎ」 岩田直二（演出家）
【ひとりごと】　舞監のしごと 一杉忠
おしつぶされる農業・農民・農村　　※関西芸術座「仏さわぎ」和田一雄（金沢経済大学）
新劇の一生　清水三郎さん 猪飼叔蔵（元大阪日日新聞記者）
「海尊」伝説の精神風土　民衆の魂を突きぬけるもの　　
※演劇座「常陸坊海尊」
羽山英作（演劇評論家）
【ひとりごと】　演劇座を支持する 秋元松代（劇作家）
「演劇座」自身のための広告　　※演劇座「常陸坊海尊」 高山図南雄（演出家）
劇団演劇座の歩み
座談会・労演にとっての問題　　いま、何が問われるか 労演サークル会員
労演 20 年　全国労演のこと 花房信夫（元代表幹事）
【今月の話題】　大学に死の灰が降りはじめた—大学臨時措置
法の成立—
鈴木祥蔵（関西大学文学部教授）
【批評研究会の報告】　俳優座「自由少年」・青年座「盟三五
大切」
【風信】　広場の思想 さ
8 月例会のことを聞く　東国草莽の士の栄光と悲惨 小山仁示（関西大学教授）
【私の劇評】　民芸「無頼官軍」
【演劇関係図書紹介】　戸井田道三『観阿弥と世阿弥』 辻部政太郎（大阪経済大学教授）
編集後記
11・12 月例会のお知らせ
10 月例会のお知らせ
246 1969 年 10 月 10 日
「兵隊芝居」
俳優座
10 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
劇中歌「兵隊」楽譜・劇中歌「逃亡兵のうた」歌詞
兵隊芝居の台本について 長谷川四郎（作家）
「兵隊芝居」随想 千田是也（演出家）
強健な長谷川四郎への想像 富士正晴（作家）
【ひとりごと】　余技について 林光
「兵隊芝居」の私的註解 湯地朝雄（評論家）
【今月の話題】　音楽界のジレンマは深い 佐藤義則（音楽評論家）
【批評研究会の報告】　　民芸「無頼官軍」
労演 20 年　労演と私 松本員枝（婦人民主新聞大阪支
局）
9 月例会のことをきく　日本人の原型と風俗 徳丸勝博（劇作家）
【風信】 一
大阪労演部会日誌
11 月例会のお知らせ
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247 1969 年 11 月 10 日
「かもめ」
民芸
11 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
【ひとりごと】 宇野重吉
「かもめ」をめぐって 佐藤清郎（大阪大学助教授）
「かもめ」の台本について 野村喬（演劇評論家）
チェーホフの世界 倉橋健
座談会・労演にとっての問題　　地域合評会は、どういう場
か
労演サークル会員
労演 20 年　　二つのこと 杉岡正之（元・大阪労音事務局
長）
【風信】 潜
【批評研究会の報告】　関西芸術座「仏さわぎ」・演劇座公演「常
陸坊海尊」
大阪労演部会日誌
10 月例会のことをきく　　「日本諧ぎゃく派」の心意気 川崎彰彦（新日本文学会会員）
【私の劇評】　俳優座「兵隊芝居」 （会員投稿）
第 3 回幹事会報告
70 年 1 月・2 月例会のおしらせ
12 月例会のおしらせ
248 1969 年 12 月 10 日
「しんげき忠臣蔵」
俳優座
12 月例会・紹介　　スタッフ・キャスト・あらすじ
委嘱作と俳優座と私の戯曲 福田善之
11 月 13 日から 17 日までの報告 林光（作曲家）
「忠臣蔵」の世界 向井芳樹（帝塚山学院大学助教
授）
福田善之における娯楽劇の系譜 佐藤信（劇作家）
労演 20 年　なによりも演劇を 岡田文江（大阪労演事務局員）
【風信】 さ
11 月例会のことをきく　　民芸の「かもめ」とロシアの「か
もめ」
山田幸平
【私の劇評】　民芸「かもめ」
大阪労演日曜講座のお知らせ
編集後記
70 年 1 月例会のお知らせ
　

